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ͯɺਓจࣾձՊ学ٴͼڭतγεςϜ学の

知ࣝと͜ΕΒΛج൫とͨ͠実践知Λۦ

͠ɺҬߦɾۀاのଟ༷なͰத֩的

ਓࡐとͯ͠׆༂͢るߴઐ৬ۀਓΛཆ

͢るととにɺ学ྖࡍҬΛؚΉॾ学のݚ

Ҿ͠ɺݗとͯ͠ɺຊの学術Λڌҭڭڀ

ੈքの知のൃలに͢ݙߩるڀݚΛਪਐ͠ɺ

ͦΕΛ୲͏ऀڀݚΛཆ͢る͜とΛ的

と͠·͢ɻ

　地域、社会、ੈ 界がますますෳࡶԽし、グローバ
ルな通৴技術がՃ度的にਐาしていくݱ、ෳ
生の在り方がڞまた多様ੑの中でのな相互関ࡶ
これまでҎ上にわれています。そんな中、人間
と社会のॾ相・ॾ関について学び、研究する人文
社会科学領域のॏ要ੑは大きくなるかりです。
熊本大学においてそれを教育・研究するとして本
教育部があり、そのようなとして最దな体制を
えるべく組৫改ฤを行ってきました。直近では、
201�年に大学院人文社会科学研究部が設ஔされ、
文学系・๏学系教һ及び教育学部の一部の教һがそ
こにॴଐする形になりました。それにって、
2019年度から、これまでの研究科は大学院社会文
Խ科学教育部へと改শされ、研究部ॴଐશ教һ及
び教授システム学系教һが本教育部の教育に携わ
る体制となりました。また、前期課程の一部の専
攻とίースのඋもなされ、先生方も新たなؾ持
ͪでྟんでいます。
　օさんは、これまで行ってきたࣗ分の専門のษ
強を本教育部でさらに発ల・深Խさͤ、論文として
వめるわけですが、その࡞業というのがなかなか
容қではなく、นにͿつかることが多々あるとࢥ
います。そんな時は、ࢦಋ教һの先生や一ॹにษ
強しているपғの人たͪとし、ٞ 論してԼさい。
それがいい結果にܨがります。つまり、専門のษ強・
研究をする中で「ٞ論すること」もͥͻ学んでཉし
いとࢥいます。イΪリスでは、論文や本をॻいて
ग़す時、それを仕上͛ていくա程でෳ数の人にそ
れをಡんでもらい、あえて論やٙをͿつけて
もらって、ٞ 論をॏね、その論やٙにえ得る
ものに仕上͛ていくというやり方をよくします。
それによって論文のࠜ拠や論ཧੑ、つまりઆ得力
をより強いものにするというわけです。いいやり
方だとࢥいます。「ٞ論する力」というのは、相खの
言うことをฉき、ཧղし、ࣗ 分に生かす、またࣗ分
の考えをड़べ、ཧղしてもらう力であり、それはプ
Ϩθン力、またίϛϡニケーション力でもありま
す。専門ੑを深めていく中でഓわれるその力は、
専門力とฒんで、今後大いに生かされるものにな
るとࢥいます。
　օさんが本教育部で学び、研究することで生み
ग़す成果、またそのա程でにつけるものは社会
が今後ますます必要とするものです。কདྷ、それ
ͧれのやり方でそれを生かし、ࠃ内֎の地域や社
会にݙߩすることを心からئっています。

熊本大学大学院社会文Խ科学教育部長 隈元 貞広
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�� ໊শ͕৽しくなりましͨ
本大学では、学生社会のχーζにԠじた教育課程のฤ成をՄとすることをతとして、શ学తな方で、教育৫と۽　

研究৫をすることをܾ定しました。そのため、平成2�年度に大学Ӄ人文社会科学研究部をઃஔし、教һ৫を同研究

部にஔしました。さらに、学生が所属する教育৫であることを明֬にするため、大学Ӄ社会文化科学研究科を、大学Ӄ社

会文化科学教育部に名শ変ߋしました。

熊本大学の人文社会科学ܥ大学院͕ɺ生まΕมΘりまし ʂͨ

大学院社会文化科学研究科

ത࢜લظ՝ఔ��ઐ߈ʢఆһ��ʢ�ʣ໊ ʣ

ઐ৬ίʔεࡦڞެ

ڀݚࡦίʔε

໊（�）��ɹɹ߈学ઐࡦڞެ

৽しくなͬͨϙΠンτ

2�コースฤ͕มΘります
　平成31年4月より、これまでのʮ公共政策学専߈ʯʮ法学専߈ʯに、これまでʮ現社会人間学専߈ʯの一部であͬたަব

ฆ૪ղ ・ܾ৫経営専職コース（˞）をՃ͑て、৽しいʮ法政・ฆ૪ղܾ学専߈ʯとして生まれ変わりました。

৽しいʮ法政・ฆ૪ղܾ学専߈ʯのதには、研究者ཆ成を指すʮ法政・ฆ૪ղܾ学研究コースʯとߴ、 度専職業人ཆ成を指

すʮ法・公共政策実践コースʯʮަবฆ૪ղܾ実践コースʯがあります。

大学Ӄશମのコースฤ成の৽چରԠදは、以下のとおりです。

文化学ઐ߈ɹɹ��໊ɹ�ίʔス

教तγスςϜ学ઐ߈ɹɹ��໊

๏ܥઐ৬ίʔε

๏学ڀݚίʔε

法学ઐ߈ɹɹ��（�）໊

ަবฆ૪ղܾɾ৫ܦӦઐ৬ίʔε

౦ΞδΞɾϏδωεɾίϛϡχέʔγϣϯઐ৬ίʔε
先端ྙཧ学ڀݚίʔε
ϑΟʔϧυϦαʔνڀݚίʔε
ೝ知学ɾ৺ཧ学ڀݚίʔε

ɹɹ��໊߈社会ਓؒ学ઐݱ

（վޙ）大学院社会文化科学教育部

ത࢜લظ՝ఔ��ઐ߈ʢఆһ��ʢ�ʣ໊ ʣ

๏ɾฆ૪ղܾ学ڀݚίʔε

๏ɾެڞࡦ実践ίʔε

ަবฆ૪ղܾ実践ίʔε

法・ฆ૪ղܾ学ઐ߈ɹɹ��（�）໊

文化学ઐ߈ɹɹ��໊ɹ�ίʔス

教तγスςϜ学ઐ߈ɹɹ��໊

౦ΞδΞɾϏδωεɾίϛϡχέʔγϣϯઐ৬ίʔε

先端ྙཧ学ڀݚίʔε

ϑΟʔϧυϦαʔνڀݚίʔε

ೝ知学ɾ৺ཧ学ڀݚίʔε

ɹɹ��໊߈社会ਓؒ学ઐݱ

˞֤ઐ߈のೖ学ఆһのׅހॻ͖のࣈඪ४मۀݶΛ̍と͢るೖ学ఆһͰͰ͢ɻ
˞ަবฆ૪ղܾɾ৫ܦӦઐ৬ίʔεɺަবฆ૪ղܾ実践ίʔεと໊শม͠ߋ·ͨ͠ɻ

/FX ʻ๏ɾฆ૪ղֶܾઐ߈ʼ

*5	化、άϩーόϧ化、ใٕज़ྸߴࢠなগٸ　のਐల、方生方ݖվֵのさらなるਪਐ、 ࢈業ٕज़

のߴ度化等にい生じるଟ種ଟ༷な課にత֬にରԠできる専త知ࣝとスΩϧをに付けた研究者ߴ度

専職業人のཆ成及び社会人、とりわけ社会科学ܥ人ࡐの࠶教育のχーζが一ߴまͬています。

　このようなχーζにରԠした人ࡐ育成のため、۽本大学は、๏ɺެ ɺ交বฆ૪ղܾにؔするਂい知ࣝࡦڞ

をόϥϯスよくにつけることができる৽しい教育ϓϩάϥϜが必要と考͑ました。そこで、本大学Ӄでは、

ै来の①公共政策学専߈、②法学専߈と、③現社会人間学専߈のަবฆ૪ղ ・ܾ৫経営専職コースを౷

合して、社会科学の๏ղऍɺࡦɾ制度ɺ交বฆ૪ղܾの３つの学問ྖҬを૯合するʮ法政・ฆ૪ղܾ学

専߈ʯという教育ϓϩάϥϜをスλーτさせることにしました。

　専߈、コースを౷合することによͬて、これまでの各専͝߈とにࢄしていた։ߨ科をすてԣஅతに受

ै、しすくなりߨ 来の各専߈のߴ度な専ੑをҡ࣋しながらも、専をӽ͑て、෯くਂい学習をՄにし

ました。また、ै 来、法学のதで一ൠతに教育されてきたスλϯμーυなૌুによる法తฆ૪ղܾのΈならず、

るަবର、ฆ૪ղܾࢸをはじめとするඇૌুతなฆ૪ղܾ制度、ฆ૪ղܾに（֎ฆ૪ղܾ手続ࡋ）%3"

の社会学、社会ࢱ学తな方法等を૯合తに学Ϳことができ、社会の各で生じるฆ૪のղܾのためのཧ

త考ྗ、社会現のੳྗ及び課ղܾྗをに付けることができます。

　۩ମతにこの専߈では、（１）法学、政࣏学、経ࡁ学、ަ বฆ૪ղܾ学の෯くਂい知ࣝを有し、現社会が๊

͑るଟ種ଟ༷な課にରし、実践తԠ用ྗをもͬてରॲすることのできるߴ度ઐ৬業人、及び、（２）それ

ͧれののૅجత研究のਂ化・ਐలを୲う研究ऀをཆ成します。

)JTUPSZ େֶӃࣾձจԽՊֶڭҭ෦ͷΓཱͪ
の大学Ӄは、大学Ӄ社会文化科学研究科として、平成14年4月に文学部・法学部のܥ本大学の人文社会科学۽　

専ྖҬの上に学際త・૯合తなಠཱ研究科として後期3年博士課程がઃஔされ、平成18年4月にはFϥーχϯά

専Ոの育成を指した教授γスςϜ学（修士課程）が৽ઃされました。

　平成20年4月からは、博士前期課程においては、これまでの社会文化科学研究科と文学研究科（修士課程）、法

学研究科（修士課程）を࠶ฤ౷合し、ै 来ܕの研究コース（8コース）と教授γスςϜ学にՃ͑、公共政策、ަ বฆ

૪ղ ・ܾ৫経営、౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ、文化行政・学ܳһ、ӳޠ教育等の専職コース（�

コース）をઃஔし、研究とߴ度職業人育成の྆方をՄにしてまいりました。また、博士後期課程でもߴ、 度専

職業人と研究者のཆ成を指し、人間文化のॾଆ໘の研究及び現に;さわしい文化政策ܗ成を指すʮ文化

学専߈ʯと、৽しい社会γスςϜの構ங・政策研究及びそのཧతૅج付けを指すʮ人間・社会科学専߈ʯ、また

ʮ教授γスςϜ学専߈ʯの3つの専߈がஔかれてきています。

　平成31年4月よりࠨ、 記のような点で生まれ変わり、大学Ӄ社会文化科学教育部として、大学Ӄがさらにਐ化

しました。
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ೖ学ఆһɿ��໊ʢҰൠɾࣾձਓɾཹ学ੜɹ合ܭʣ

։設༧ఆ科

科ૅج
ຊ๏ૅجɺެ๏ૅجɺຽࣄ๏ૅجɺࣄܐ๏ૅجɺ
ࣾձ๏ૅجɺެڞࡦ学ૅجɺࡁܦ学ૅج

৽しくなͬͨʻത࢜લظ՝ఔ๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈ʼ

֓　ཁ

Q�� どΜなΧϦキϡϥϜͰすか？

Q3� 入ࢼはઐ߈ڞ通Ͱすか？
入学試験は、専߈内共通ではなく、コース͝とに、また受験生のόοΫάϥϯυ（一ൠ、社会人、ླཱྀ 学生等）入試選択科
に合わせて、課されます。詳しくは、教୲当にお問い合わせください。また、受験前に、希望されるコースあるいは指ಋ教
һに事前に͝相ஊされることをおすすめします。

　入試ใϗーϜϖーδɿ　IUUQT���XXX.LVNBNPUP�V.BD.KQ�OZVVTIJ�EBJHBLVJOOZVTIJ

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース༻クϥスタ
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๏ɾ
ࡦڞެ
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࣮ફコース

ઐ߈ コース 教育ϓϩάϥϜ ਐ࿏

തޙ࢜期
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（院ଔऀݧࢼ）

֎交
業のব֎୲などا

業など࢜
औಘ֨ࢿ

ฆ૪
ϑΝγϦςーターɺ
ফඅऀ૬ஊһなど

๏ɾฆ૪
ղܾ学研究
コース༻
クϥスタ

ൃల科

๏ɾ
ફ࣮ࡦڞެ
コース༻
クϥスタ

交ব
ฆ૪ղܾ࣮ફ
コース༻
クϥスタ

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース༻クϥスタ

【行政・法律職公務員】
憲法演習
行政法演習
行政学演習
公共紛争解決論
地方財政論

【法学研究】
憲法演習
民法演習
刑法演習
法哲学演習
法社会学演習

【政治学研究】
公共哲学
行政学演習

日本政治外交史論
現代政治行政論
国際関係論演習

【経済学研究】
環境政策論
経済政策論
地域政策論
公共経済論
地方財政論

【紛争解決学研究】
公共紛争解決論
消費者紛争解決論
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
民事紛争解決論

【財政問題】
租税法演習
現代政治行政論
行政法演習
地方財政論
公共紛争解決論

【外務公務員】
日本政治外交史論
国際法演習
国際関係論演習
国際経済学演習

グローバル環境政策論

【グローバル企業】
知的財産法演習
国際取引法演習
商事紛争解決論
アジア法

比較民事手続法

【グローバル問題】
グローバル環境政策論

国際法演習
経済政策論
憲法演習

国際関係論演習

【人間科学系専門職公務員】
憲法演習

少子高齢社会と法
高齢者財産管理と法
年金問題と法

刑事法実務（模擬裁判）
社会保障法務

【紛争変容ファシリテーション】
紛争変容の理論と技法
ダイアローグ実践論
ダイアローグ実践演習
ファシリテーション演習
ケース分析・フィールド演習

【紛争変容ファシリテーションアドバンスト】
交渉の理論と技法
平和構築の理論と技法
紛争解決と心理学

メディエーションの理論と技法
紛争解決と医療倫理

【まちづくり】
公共哲学
行政学演習
地域政策論
都市交通政策論
地域社会政策論

【環境問題】
公共哲学
環境政策論
経済法演習
公共紛争解決論
行政法演習

【争訟法務】
民事訴訟法演習
刑事訴訟法演習
商法演習

刑事法実務（模擬裁判）
民事法実務

【公共法務】
医療法務

公共紛争解決論
社会保障法務
災害と法
行政法演習
民事紛争解決論

【税理法務】
租税法演習
民法演習
経済法演習
労働法演習
年金問題と法

【中小企業法務】
中小会社法
雇用紛争解決論
商事紛争解決論
労働法演習
民事紛争解決論

交বฆ૪ղܾ࣮ફコース༻クϥスタ

Q2� どのΑ͏なコース͕ありますか？
専߈内には、下記の３コースをઃஔして、ਐ࿏にԠじたコース選択をՄにし、さらに各コース内にきめࡉかなΫϥスλを
ஔして、۩ମతに希望する職業専にԠじて࠷もదで、ա不ແくόϥϯスのྑい科選択を行͑るようྀし
ています。

๏ɾฆ૪ղܾ学研究コース

෯いࢹとスΩϧを݉Ͷඋ͑、ࠃ際తに通用する法学、公共政策学、ฆ૪ղܾ学の研究者としてのૅجత研究ྗを有す
る人ࡐを育成します。

๏ɾެڞ࣮ࡦફコース

Ո試験等を指す学生及び同業種で学びしを希望する社会人、άϩーόϧ問ࠃ公һ、֎公һ、士業ڃՈ、方の上ࠃ
、ࡒ政問、Ҭͮくり、ڥ問等にؔ৺をͪ࣋、ؔ ମへの就職を指す学生、同業種で学びしを希望する社会人ஂ
をରとしています。
法、公共政策にؔするཧ法ղऍྗ、政策ੳྗ、政策ܗ成のための知ࣝとٕज़、اը・ӡ営ྗͪ࣋、それらを実践にԠ
用して、現社会に生ىするෳࡶଟ༷化した法త公共政策తॾ問のཧతղܾを図ることができる人ࡐをཆ成します。

交বฆ૪ղܾ࣮ફコース

公һ、専職ࠃՈ試験、ا業就職を指し、ಛにର等によるฆ૪ղܾ合ҙܗ成、ڠಇのྗをもͬたスϖγϟϦスτ
（ϑΝγϦςーλーあるいはϝσΟΤーλー）を指す学生、及び上記のྗについての৽しい学びを希望する社会人をର
としています。৫Ҭ社会において、ର ઃతにղܾし、変༰ݐ、機ととら͑ܖฆ૪をよりྑいঢ়ଶへの変༰の・౻ཱ・
を支援するฆ૪ղܾのϦーμーをཆ成します。

Q�� どΜな人ࡐΛٻΊていますか？
社会の༷ʑな課にରしてؔ৺をͪ࣋、実践໘、ཧ໘にわたる知ࣝの֫得、ௐࠪੳྗの習得等を通じて、自ら課ղܾ
のために実践తに取りもうとする人あるいは研究をਐめようとする人をٻめます。

などのઐ৬ɺެ࢜࿑ݥɾ社会อ࢜ɾ੫ཧ࢜๏書࢘��� ɺࣗࠃ）ࣄにؔΘΔࡦɺࣄのతなؔڞ ମɺຽ࣏ؒ
業ɺ֤ا छஂମɺ/10ɺγンクタンクɺٞ 会）ɺا業ɾ医ྍػ ɾؔ教育ݱの৫Ͱฆ૪ղܾྗΛ׆かしͨ
ߴしていてઐతࣝཧతな՝ղܾྗΛࣄ在ͦΕらにैݱにबく͜とΛΊ͟す人ɺあΔいはɺࣄ
Ίͨい人

ΊのྗΛにつ͚ͨい人ͨ͏ߦΛؚΊて研究Λࢹతࡍࠃの社会త՝にରしてݱ��2

3��৫Ҭ社会などͰߴまΔฆ૪ղ （ܾղܾ）ɾ߹ҙܗɾڠಇのχーζにରԠし͏Δ交বฆ૪ղ ɾܾର
ਪਐྗϚωδϝンτྗΛにつ͚ɺ࣮ ફͰ͖ΔϦーμーΛΊ͟す人

���๏学ɺެ 学ɺ交বฆ૪ղܾ学ྖҬの研究৬ΛΊ͟す人ࡦڞ

専߈についての෯くਂいཧղをଅすために、学部で専科として学んでいなかͬた人、ླཱྀ 学
生けに、法学、公共政策学、経ࡁ学についてૅج科を選択科として։ઃします。

ᶃ�ॳ学ऀ͕履修すΔ
　�ʮૅج科ʯ

研究ର、ক来のਐ࿏にԠじてମܥతにޮతに科を履修できるように、Ϋϥスλ制をಋ入します。
ൃల科をΫϥスλとしてまとめ、入学当ॳから、自が選択するΧϦΩϡϥϜについてશମ૾をཧ
ղした上で、ա不ແくޮよく科を履修できます。

ᶅ�ਐ࿏にԠͨ͡
　�ʮクϥスタ制ʯ

各における実経験を通して大学Ӄにおける学修成果を֬認します。ᶆΤクスターンγοϓ

法学、公共政策学、ަ বฆ૪ղܾ学の࠷もج本తな科を専߈共通の選択科として։ઃ。ै来以上
に෯い科選択がՄになります。専߈શମを౷ׅするװج科としてʮฆ૪ղܾ学ʯをஔき、法学、
公共政策学、ަ বฆ૪ղܾ学のいずれのにも共通してద用Մなࢹ点をఏࣔします。

ᶄ�3コースΛԣஅすΔ
　�ʮج本科ʯ

本科ج
ฆ૪ղܾ学ɺ๏学ɺ༸๏੍࢙ɺ๏ࣾձ学ɺ֎ࠃ๏ɺݑ๏ɺߦ๏ɺ
ે੫๏ɺຽ๏ʢ࢈ࡒ๏ʣɺຽ๏ʢՈ๏ʣɺ๏ɺຽࣄૌু๏ɺ
๏ɺࡁܦɺ࿑ಇ๏ɺࣾձอো๏ɺࡦࣄܐૌু๏ɺࣄܐ๏ɺܐ
知的࢈ࡒ๏ɺࡍࠃ๏ɺࢲࡍࠃ๏ɺ࣏学ɺࢥ࣏࢙ɺߦ学ɺ
学ɺࡁܦڥ学ɺࡁܦڞɺެࡦɺҬؔࡍࠃɺ࢙ަ֎
学ɺྟচྙཧɺࣾձ学ํ๏ɺҬࣾձɺࡁܦࡍࠃ学ɺࡒ
ҩ ɾྍࣾࢱձ

ൃల科
֤ίʔεにΫϥελຖにΫϥελՊΛઃఆ͍ͯ͠·͢ɻ
ଞのΫϥελのՊࣗ༝બՊとͯ͠ཤमͰ͖·͢ɻ
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ઐ߈にઐ৬ɾ࣮ ફコースと研究コースΛซ設

大学院のߏ

各専߈内にߴ、 度専職業人のཆ成を主తとするʮ専職・実践コースʯと研究者等のཆ成を主తとするʮ研究

コースʯをઃけ、ମܥత履修をՄにするとともに、ૅجత学ज़知を有する学部卒業生と実践知が๛な社会人学

生とが相ޓにܹを与͑合うような学習ڥをઃ定しています。

本大学院のಛ

社会人学生へのॊೈなରԠ
学習݅が限られている社会人の学習χーζにର

Ԡするため、専職・実践コースをத৺として、主

に社会人をରとする教育ϓϩάϥϜについて

は、在職のまま科の履修、受ߨ、研究指ಋが受け

られるように、間・༵։ߨ、集தٛߨ、Fϥーχ

ϯάの׆用など、ॊೈな受ܗߨଶがՄとなるよ

うにྀしています。また、選抜方法においても

社会人入試をઃけ、ੵ తな受入ମ制を͑ていۃ

ます。

ത࢜લ期՝ఔ（修࢜՝ఔ） തޙ࢜期՝ఔ

ത࢜લ期ɾޙ期՝ఔ

๏ɾฆ૪ղܾ学
ઐ߈

文化学ઐ߈

社会人ؒ学ݱ
ઐ߈

๏ɾฆ૪ղܾ学ڀݚίʔε

๏ɾެڞࡦ実践ίʔε

ަবฆ૪ղܾ実践ίʔε

౦ΞδΞɾϏδωεɾίϛϡχέʔγϣϯઐ৬ίʔε

先端ྙཧ学ڀݚίʔε

ϑΟʔϧυϦαʔνڀݚίʔε

ೝ知学ɾ৺ཧ学ڀݚίʔε

จԽߦɾ学ܳһઐ৬ίʔε

һઐ৬ίʔεڭޠࠃߍߴ

ӳڭޠҭઐ৬ίʔε

ίʔεڀݚ学࢙ྺ

ຊɾ౦ΞδΞจԽ学ڀݚίʔε

ԤถจԽ学ڀݚίʔε

ৄ͘͠
1����

ॆ࣮しͨΧϦキϡϥϜ
各専߈内のコース͝とに必修科コΞ科とし

て選択必修科をஔし、教育のࣜܗ化を͙と

ともにମܥత履修がՄとなるようなΧϦΩϡϥ

Ϝฤ成となͬています。また、ʮ専職・実践コー

スʯが単なる実教育機ؔではなく、学ज़తج൫

の上に専తྗをߴめていくものであること

、ʮ研究コースʯでは実践知を౿ま͑たཧ研究

を指していることから、։ߨ科の一定部を

共有できるようにྀしています。また、ւ֎

学֎からࢣߨをটいてのηϛφーγϯϙδϜ

も๛に։࠵されています。

ઐ ߈ ໊ コ ー ス ໊ ઐ ߈ ໊ ྖ Ҭ ໊

人ؒɾ社会科学
ઐ߈

文化学ઐ߈

教授γスςϜ学ઐ߈

学ྖҬࡦڞެ

๏学ྖҬ

ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ

先端ྙཧ学ྖҬ

ϑΟʔϧυϦαʔνྖҬ

ೝ知学ɾ৺ཧ学ྖҬ

ӳڭޠत学ྖҬ

学ྖҬ࢙ྺ

ຊɾ౦ΞδΞจԽ学ྖҬ

ԤถจԽ学ྖҬ

の本学の知త資ݯ等を౿ま͑て、それͧれに専߈をઃけています。

各専߈が社会人主ମのʮ専職・実践コースʯと学部卒業生が主ମのʮ研究コースʯを併せ࣋つことで、ʠ学ज़研究ʡ

とʠ社会・経ࡁʡの点となり、ʮ実践から研究へʯʮ研究から実践へʯと方でܹしあうことでߴ、 度専職業人

ཆ成と研究ڌ点ܗ成の྆తに資するものとなͬています。

本学はཧ・実践ରܕのઌత大学Ӄとい͑ます。ଟくのܹのதで、もう一าઌの自をݟつけてください。

本大学Ӄは社会のχーζにରԠしたॊೈな教育ϓϩάϥϜのฤ成と学ज़తྗڠによる৽たな教育研究ྖҬの։

を指し、人文科学ܥと社会科学ܥを౷合・࠶ฤし、自વ科学、生໋科学のྗڠも得て、人文社会

科学ܥの۠制大学Ӄとして教育を行ͬています。

教育研究ྖҬには、知ࣝج൫社会のχーζ、Ҭにࠜ͟しつつੈքに։かれた大学としての໋、૯合大学として ˢ

も͏Ұาઌのɺࣗ へ。�ʙ学術知と実践知の融合による先端的な大学院にʙ
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修ྃཁ件

QM
BO

 UP
 DP

NQMeUJPO

ത࢜લ期

�年લ期

�݄

�݄中० 2݄ 2݄ �݄� �݄�5 �0݄�5

�݄

9ʙ�0݄ �݄�0

研
究
計
画
書
提
出

研
究
計
画
確
定

（
長
期
・
年
次
）

　
　
→

研
究
テ
ー
マ
届
提
出

特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
る

研
究
指
導

（
2
年
前
期
・
後
期
）

予
備
審
査
・

予
備
論
文
提
出

（
１
万
字
程
度
）

特
別
研
究
Ⅱ
に
よ
る

研
究
指
導

（
3
年
前
期
・
後
期
）

学
位
論
文
提
出

（
８
万
〜
12
万
字
程
度
）

最
終
試
験

論
文
発
表
会

学
位
授
与

学
位
授
与

学
位
論
文
題
目
提
出

第
２
回
研
究
発
表
会

第
１
回
研
究
発
表
会

修
士
論
文
題
目
提
出

修
士
論
文
・

特
定
課
題
研
究
提
出

特
別
研
究
Ⅱ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

最
終
試
験

�年ޙ期

�年લ期 �年ޙ期

2年લ期 2年ޙ期

2年લ期 2年ޙ期 3年ޙ期3年લ期

ಛผڀݚᶗɾᶘΛؚΉ̏̌୯ҐҎ্のमಘ͕ඞཁ

修ྃまͰのྲྀΕ
本大学Ӄでは博士前期課程2年、博士後期課程3年でΧϦΩϡϥϜがまれています。

˔ 学際త及びෳ合తྖҬでの研究がՄとなるよう、また、きめࡉかな研究・学修指ಋを行うためにෳ数指ಋ教һ制を
。の教һがめることもあります߈用しています。෭指ಋ教һは他専࠾

˔ 法政・ฆ૪ղܾ学専߈ 法・公共政策実践コースにはʮ１年在学コースʯがあります。̒名以内に限ります。
˔ 職業を有し、就業தあるいは育児・介護等を行う必要のある学生はʮ長期履修制度ʯの申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（࠷長̐年）の在学がՄです。その際の授業料支૯額は通常の２年間の修ྃ者と同じになり
ます。

ಛผ研究ᶗ及びコース͝とに指定されている必修科を含めて26単位以上を
修得し、修士文又はಛ定の課についての研究の成果の৹ࠪ及び࠷ऴ試験に
合格すれಛผ研究ᶘ（4単位）が認定され、合30ܭ単位以上で本大学Ӄを修
ྃすることができます。

修ྃཁ件
˔ 学生の履修及び研究についてきめࡉかい指ಋを行うため、主指ಋ教һ１人と෭指ಋ教һ１人又は２人からなるෳ数

指ಋ教һ制をんでいます。
˔ 学生は、本課程にઃ定されるʮ研究ϓϩδΣΫτʯ又は学֎の研究会・学会にੵۃతに参Ճし、研究ൃද・ใࠂを行う

よう奨ྭされます。
˔ 職業を有し、就業தあるいは育児・介護等を行う必要のある学生はʮ長期履修制度ʯの申請ができます。未就学年数

の２倍以内の年数（࠷長6年）の在学がՄです。その際の授業料支૯額は通常の3年間の修ྃ者と同じになります。

３年以上在学し、所定の単位（14単位以上）（教授γスςϜ学専߈にあͬては16単位以上）を修得し、かつ、必要な
研究指ಋを受けた上、学位文の৹ࠪ及び࠷ऴ試験に合格することが必要です。༏れた研究業を上͛た者は、２
年の在学で修ྃすることもできます。
ただし、本学又は他の大学Ӄの修士課程又は博士前期課程を1年で修ྃした者は、本課程に2年以上在学しなけれ
なりません。

തޙ࢜期 ��୯ҐҎ্のमಘ͕ඞཁʢڭतγεςϜ学ઐ߈に͋ͬͯ��୯Ґʣ
˞̎मྃ࣌·ͰにಛผڀݚᶗΛؚΉ��୯ҐҎ্のमಘ͕ඞཁ

修ಘඞཁ୯Ґ༁ɹɹઐՊɹ̔୯ҐҎ ʢ্ڭतγεςϜ学ઐ߈に͋ͬͯ��୯ҐҎ্ʣʗ
૯合ԋशɹ̎୯Ґʗɹಛผڀݚᶗɹ̎୯Ґʗɹಛผڀݚᶘɹ̎୯Ґ

入
　
　
　
学

入
　
　
　
学

（ 1）  教授システム学専攻は、研究計ըに関する研究発ද会を実施します。
（ 2）  教授システム学専攻は、2୯Ґ。

2݄

特
別
研
究
Ⅰ
認
定

（
４
単
位
）

　
　
→

タ
ー
ム
ペ
ー
パ
ー
提
出

（
１
万
字
程
度
）

ʢ1ʣ ʢ2ʣ
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αϙーτମ制

5A（ςΟーνンάɾアγスタンτ）制度

༏लな大学Ӄ学生にରし、教育తྀの下、学部学生等にରするνϡーλϦϯά（ॿݴ）実験・実習・演習等
の教育ิॿ業を行うことにより、教育܇࿅の機会をఏڙします。また、これにରするڅ与の支څにより、大
学Ӄ学生のॲ۰のվળの一ॿとします（平成30年は25名࠾用）。

തޙ࢜期՝ఔ奨学制度（,84）

ത࢜՝ఔ奨学金څ制度	,%4


期ཹ学ࢧԉ

学生のࠃ際తࢹと学習・研究ྗをߴめることをతとして、学生のࠃ際తな学習・研究׆ಈへの参Ճ機会を
。際奨学事業として、年間10名程度の学生を支援していますࠃし、支援します。平成30年度まではڙくఏ

授業料໔আ

ཹ学生へのࢧԉ

本学のάϩーόϧ化のਪਐにد与することをతとして、ʮάϩーόϧ教育ΧϨοδʯがઃஔされています。
大学Ӄ・学部へਐ学するࠃඅཹ学生をରとした日本ޠ・日本事の教育を実ࢪしています。また、ླཱྀ 学生受
入ମ制のඋॆ実、修学・生׆上の指ಋॿݴମ制のཱ֬を図るとともに、これらにؔわるௐ ・ࠪ研究׆ಈ
Ҭ社会とཹ学生とのަྲྀをଅਐします。
さらに、ւ֎ཹ学を希望する学生にରする指ಋॿݴ、ใఏڙも行ͬています。

னɾ༵։ߨ制度

社会人が入学後、ਖ਼نの課程で༰қに学習できるよう、平日のன間だけでなく間（6限 18ɿ10ʙ1�ɿ40、
�限 1�ɿ50ʙ21ɿ20）༵日にも授業研究指ಋを行います。社会人学生の勤・生ܗ׆ଶにԠじた学習
がՄとなるように、履修方法、授業時間ଳにྀしています。

１年在学コース

博士前期課程の法政・ฆ૪ղܾ学専߈ 法・公共政策実践コースにઃけられたコースです。̒名以内に限られま
すが、申請に݅はありません。ただし、相当のྗを必要とします。

長期履修制度

本大学Ӄでは、職業を有していたり、育児、介護等の事を有している等により、標準修業年限	博士前期課程
２年・博士後期課程３年
 を͑て一定の期間	博士前期課程࠷大̐年・博士後期課程࠷大̒年まで
 にわたり
Մすることがあります｡こڐ、ըతに教育課程を履修し、修ྃすることを願い出た学生については、৹ࠪの上ܭ
の制度のద用者はň長期履修学生ŉといい、当該学生の授業料支૯額は、標準修業年限による修ྃ者と同じに
なります｡

ू中ٛߨ

主として社会人学生をରに、3ʙ5日に集தతに授業を受ߨすることで、単位を取得できる科も用ҙして
います。

Fϥーχンά

ύιコϯとΠϯλーωοτを利用することで、どこからでも受ߨすることのできる科を用ҙしています。
。ଶですܗӈされない授業ࠨ時間にॅډ

社会人大学院教育ࢧԉセンター

学生のଟ༷な学習ܗଶにରԠした支援を行うため、社会人大学
Ӄ教育支援ηϯλーがઃஔされています。
主に社会人学生のษ学と学生生׆を支援するため、間༵
日も։室しています。
本ηϯλーでは、大学ࢪઃの利用支援、学習ڥのඋ、学習支
援などを行ͬています。

化を図ることをతとして平成22年度ൃ׆ಈの׆本大学博士課程における༏लな学生の֬อ及び教育研究۽
からできた制度です。
博士後期課程に在学する学生をରに、学業成及び学ज़研究׆ಈにおいて、ಛに༏लな成果を修めたとΈと
められる学生にରしてڅ付を行うものです。

学生શһをରとした授業料免除制度があります。
平成30年度は授業料免除申請にの101名が申請し、શ額免除が62名、額免除が24名でした。

この制度は博士後期課程の学生を3"（Ϧαーν・Ξγスλϯτ）又は5"（ςΟーνϯά・Ξγスλϯτ）として
雇用し、そのରՁとして年間授業料の額相当の経ࡁత支援を行うものです。۽本大学における教育研究の
。されますࢪ化を図ることをతとして実ੑ׆
3"とは、大学が行う研究ϓϩδΣΫτ等に、教育తྀの下、大学Ӄ学生等を研究ิॿ者として参ըさせ、研
究行ྗの育成、研究ମ制のॆ実を図り、これにରするڅ与の支څにより、大学Ӄ学生のॲ۰のվળの一ॿ
とするものです。 
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˙ത࢜લ期՝ఔ

ਐ࿏ɾब৬

法ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈
法政・ฆ૪ղܾ学研究コース

法・公共政策実践コース

ަবฆ૪ղܾ実践コース

߈社会人ؒ学ઐݱ
౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ専職コース

ઌྙཧ学研究コース

ϑΟーϧυϦαーν研究コース

認知学・৺ཧ学研究コース

˞主な授業科のதの科については、令和元年5月1日現在のものです。
　変ߋになるՄੑがあります。

文化行政・学ܳһ専職コース

教һ専職コースޠࠃߍߴ

ӳޠ教育専職コース

学研究コース࢙ྺ

日本・౦ΞδΞ文化学研究コース

Ԥถ文化学研究コース

文化学ઐ߈

ത࢜લظ՝ఔ
         ʢम࢜՝ఔʣ

ਐ学ࢧԉ

博士後期課程へのਐ学を希望する学生には、ਐ学へରԠ
した指ಋを行います。博士後期課程で行われるϓϩδΣ
Ϋτ研究などへの参Ճもੵۃతにαϙーτします。

औಘͰ͖Δ໔ڐɾ֨ࢿ

˓教һ໔ڐঢ়
・த学ߍ教་又はߴ等学ߍ教་の一種免ڐঢ়授与の所要資格（有ޮ期限内のもの）をͬ࣋ている方は、同じ免ڐ教科が取得で

きる本教育部の専߈で所定の単位を修得し、修ྃすれ専修免ڐঢ়の授与を受けることができます。

߈社会人ؒ学ઐݱ　
　中学校教་のઐ修໔ڐঢ়（社会）ߴɺ 学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ཧྺ࢙）�（ެຽ）

　文化学ઐ߈
　中学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ޠࠃ）�（社会）�（ӳޠ）ߴɺ 学校教་のઐ修໔ڐঢ়（ޠࠃ）�（ཧྺ࢙）�（ӳޠ）

˓学ܳһ֨ࢿ
・学ܳһの資格を希望する方は、文学部の科等履修生として学ܳһ資格に必要な単位を修得できる場合があります。詳ࡉ

は人文社会科学ܥ事課文学部教୲当にお問い合わせください。

ब৬ࢧԉʵब৬ࢧԉ՝

ຽ間ا業でのϏδωス経験者などをスλοϑにަ͑た
ʰ就職支援課 でɦは、学内で学部生・Ӄ生けに༷ʑな就
職支援、ΩϟϦΞ支援の׆ಈを行ͬています。一年を通
じて試験ର策࠲ߨϏδωスا、࠲ߨ業આ明会、ٖ໘
会などのΠϕϯτが։࠵され、就職׆ಈをαϙーτし
ていますので、ক来の方ੑを考͑る機会としてੵۃత
に参Ճすることを奨ྭしています。

Ұൠ教育܇࿅څ制度

一ൠ教育܇࿅څ付金制度とは、雇用อݥの一ൠඃอݥ者（在職者）、又は一ൠඃอݥ者であͬた方（職者）が、ް 生࿑ಇ大ਉ
の指定する࠲ߨ（専߈又はコース）を修ྃした場合、ϋϩーϫーΫでの手続きにより、支ͬた教育܇࿅経අ（入学料・授業料）
の20ˋ相当額（上限10ສ円）が支څされるものです。

˙തޙ࢜期՝ఔ
修ྃ生のब৬࣮

大学教һ	۽本大学、Ѫඤ大学、Ԭࢁ大学など
・大学ඇ常勤ࢣߨ・
専学ߍඇ常勤ߴࢣߨ・ 、教һ・公һなどがあります。またߍ
他大学ւ֎の大学にҠり研究を続けている修ྃ生、ւ֎の
大学で教͑ながら研究を続けている修ྃ生もいます。

˕本学ज़ৼڵ会（学ৼ）ಛผ研究һについて
本教育部では、日本学ज़ৼڵ会ಛผ研究һへの࠾用も支援して
います。աڈにも࠾用実があり、研究者へのಓをาんでいま
す。

˓本学ज़ৼڵ会ಛผ研究һ制度ʵ̥ ɾ̙̙ ̘2ɾ̙ ̘�
ʮಛผ研究һʯ制度は༏れたए手研究者に、その研究生׆のॳ期
において、自༝なൃのもとに主ମతに研究課等を選びなが
ら研究に専೦する機会を与͑ることにより、զがࠃの学ज़研究
のক来を୲うੑにんだ研究者のཆ成・֬ อに資すること
をతとして、大学Ӄ博士課程在学者及び大学Ӄ博士課程修ྃ
者等で、༏れた研究ྗを有し、大学その他の研究機ؔで研究に
専೦することを希望する者をʮಛผ研究һʯに࠾用し、研究奨ྭ
金を支څする制度です。
詳ࡉは日本学ज़ৼڵ会)Pを͝参照ください。

6R-�IUUQ���XXX�KTQT�HP�KQ�

ɿް-63ߟࢀ˞ ੜ࿑ಇলɹ�IUUQ���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�TFJTBLVOJUTVJUF�CVOZB�LPZPV@SPVEPV

ରɿ博士前期課程 法政・ฆ૪ղܾ学専߈、現社会人間学専߈、教授γスςϜ学専߈

大学院修学ٳ業制度

現職の教һ（公ཱのখʙߴ）が専修免ڐঢ়を取得するため、ࠃ内֎の大学Ӄに在学する間、をอ有したままٳ業できる制
度です。

ɿจ෦Պ学লɹIUUQ���XXX�NFYU�HP�KQ�B@NFOV�TIPUPV�LZVVHZPV�TZVVHBLV-�63ߟࢀ˞

ରɿ現職の公ཱ学ߍに勤する教һ、主にޠࠃߍߴ教һ専職コースӳޠ教育専職コースの受験希望者
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　෯いࢹとスΩルを݉Ͷඋえた、国ࡍ的に௨用する法学、公共政策学及び紛争解決学のऀڀݚとして、ૅج的
。能力を༗する人材を育成することを目的としていますڀݚ
　紛争解決の様ʑͳہ໘を、ै དྷおもに用いられてきたૌুによる法的紛争解決のΈͳらͣ、"%3を࢝めとする
ඇૌু的ͳ紛争解決੍、紛争解決にࢸるަবや紛争解決に関࿈した社会学等を૯合的に学मすることにより、
社会の֤で生͡る紛争の解決のための理論的ߟ能力、社会現象の分析能力及び՝題解決能力をඋえた人材を
養成します。

アυϛογϣンϙϦγー
社会の様々な課題に対して関心を持ͪ、実ફ໘、ཧ論໘にわたる知識の֫得、ௐࠪ分ੳ力の習得等を通じて、ࣗ ら課題ղܾの
ために実ફ的に取り組もうとする人あるいは研究をਐめようとする人をٻめます。
̍ɽ࢘๏ॻ士・੫ཧ士・社会อݥ࿑務士などの専門職、ެ ࣗ、ࠃ）に関わる仕事ࡦの仕事、的な関ڞ 、業、各छஂ体ا体、ຽ間࣏

/10、シンクタンク、ٞ 会等）、ا業・ҩྍ機関・教育ݱ等の組৫でฆ૪ղܾ力を活かした仕事にबくことをめ͟す人、ある
いは、ݱ在それらにै事していて専門的知識やཧ論的な課題ղܾ力を高めたい人

̎ɽݱの社会的課題に対してࠃ際的視野をؚめて研究を行うための力をにつけたい人
̏ɽ組৫や地域社会などで高まるฆ૪ղ （ܾ題ղܾ）・߹意形成・ڠಇのニーζに対応しうるަবฆ૪ղ ・ܾ対ਪਐ力やマネ

ジメント力をにつけ、実ફできるリーμーをめ͟す人
̐ɽ๏学、ެ ަ、学ࡦڞ বฆ૪ղܾ学領域の研究職をめ͟す人

๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈๏・ฆ૪ղܾ学ઐ߈

ଟ༷な社会のと͖߹͏ଟ༷な社会のと͖߹͏ଟ༷な社会のと͖߹͏

+VSJTQSVEeODe BOE 1VCMJD 1PMJDZ 4UVEJeT

博 士 前 期 課 程

๏๏๏・・・ฆ૪ղܾ学ઐ߈ฆ૪ղܾ学ઐ߈ฆ૪ղܾ学ઐ߈
博 士 前 期 課 程博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜ʢ๏学ɺެ 学ɺ学術ʣࡦڞ
ೖ学ఆһ���໊

本コースのಛ৭

　ैདྷのཧ論的な๏学、ެ 実のݱ、学の研究にࡦڞ
題ղܾに必ਢの「ฆ૪ղܾ」という視点をఏࣔする「ฆ
૪ղܾ学」を組みࠐんだカリキϡラムにより、ཧ論、実
務方を視野に入れた研究者の育成を目ࢦします。

ᶃฆ૪ղܾ学Λ࣠とすΔɺ๏学ɺެ 学のࡦڞ
　৽しい֯ࢹΛ育てΔ

学、ฆ૪ղܾ学のࡁܦ、学࣏๏学、ղऍ๏学、ૅج　
ൣな科目をఏڙすることにより、多様な研究対に対応
します。

ᶄॆ࣮しͨ๏学ɺެ と܈本科ج学のࡦڞ
　ଟ࠼なൃలɾల։科܈

　研究分野に応じて最దな科目を選択Մなクラスタ
制により、学修・研究のશ体૾をཧղしながら効果的な
履修ができます。

ᶅクϥスタ制Λ࠾༻しͨޮՌతͰ൚༻Մな
　ΧϦキϡϥϜ

๏学研究クラスタ
（๏ԋ習、等ܐ、๏ԋ習、ຽ๏ԋ習ݑ）
࣏学研究クラスタ
（論ԋ習、等際関ࠃ、学ڞެ、行論࣏ݱ）
学研究クラスタࡁܦ
（論、等ࡒ論、地方ࡦ論、地域ࡦࡁܦ）
ฆ૪ղܾ学研究クラスタ
（用ฆ૪ղܾ論、事ฆ૪ղܾ論、等ޏ、ฆ૪ղܾ論ڞެ）

๏ɾฆ૪ղܾ学ڀݚίʔε

クϥスタとओな授業科ʢৄ͘͠1��ʣ

　このίースは、大学をはじめとする高等教育機関等で๏（）学系の研究職にबくこと、あるいは、๏
（）学に関わるૅج的な研究行力・論文࡞成力をにつけ社会でݙߩすることを目ࢦす学生を対
としています。教職һ一ಉ、専門領域に対する深い学識に関࿈領域の学修もॏねた本ίース学生が、ෳ
できるようશ力ش定規でなく߹ཧ的に分ੳし、それへ対ॲできる力を発ࢠな社会で生じるॾ題をउࡶ
をਚくします。

2019年度　๏・ฆ૪ղܾ学研究ίース長 தɹ

国際的に௨༻する๏学、ެ ͼฆ૪ղܾ学の研究ऀとしてのٴ学ࡦڞ
的研究能力を育て·すɻૅج

　私は、発ୡো者への取ௐべについての
「߹ཧ的ྀ」を研究したいとࢥい、中ࠃに
おいて、�年の仕事のྺܦをܦて、社会文
Խ科学教育部に入学しました。
　本ίースでは、先生方からஸೡに͝ࢦಋ
していただき、専門分野や課題に関する数
多くの知識を習得できます。また、ླཱྀ 学生
として、日本と中ࠃのܐ事๏のҟಉにͮؾ

かされ、その発లや༏ྼをൺֱすることもあります。
　কདྷ、発ୡো者に対するܐ事ࡦの研究者になることを目
ඪとして、ܐ事ࡦを中心としてษ強していますが、日本ޠや
ӳޠもษ強しています。今、そのような環境で学んでいること
にはخしさを感じつつ、目の前の課題をղܾする力をにつ
けられるようにめています。

����ɹ๏ɾฆ૪ղܾ学ڀݚίʔεɹ�

ɹਖ਼

　私はࠃで๏学部をଔ業しました。さ
らに๏のࠃ際的視野を͛ようと考え、ࠃ
際๏学に関する体系的で高度な専門知識
を得ることがࣗ分の力のચ࿅にとって
も実に༗ӹであるとࢥい、ݱ在ࠃ際๏研究
をओ専攻として、๏・ฆ૪ղܾ学研究ίース
に在੶しています。
　本ίースでは、ݸ人の研究ࢤにద߹す

るෳ数のクラスタ科目が開設され、́ かの多様なカリキϡラム
も設ஔされています。先生方がஸೡに͝ࢦಋをくださり、特に
ࣗओ的ࢥ考や実証分ੳなどの૯߹的な研究力の養成がॏ視
されています。
　院生の生活はຖ日ॆ実しており、多࠼な学֎活動にੵۃ的に
の力を活ޠӳ、ޠ日本、ޠࠃՃする一方で、ษ強において中ࢀ
用しながら、多֯的な視点から課題分ੳをするのは一年生の私
にとって非常にָしいことです。もͪΖんこれは最ॳの一าで
すが、কདྷࠃ際๏学の研究者になる目ඪへ力していきます。

����ɹ๏ɾฆ૪ղܾ学ڀݚίʔεɹ�

ᰃɹҰൕ
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　本コースでは、組織や地域社会において、対立・葛藤・紛争をより良い状態への変容の契機ととらえ、建設的に解
決し、変容を支援する解決のリーダーを育成します。公務員・専門職・企業人にとっても、対話等による紛争解決・
合意形成・協働のスペシャリスト（ファシリテーターやメディエーター）の能力を持つことの価値は増しています。
　本コースは、公務員試験・専門職国家試験・企業就職をめざす学生、及び上記の能力についての新しい学びを希
望する社会人を対象としています。

　国家、地方の上級公務員、外務公務員、士業国家試験等を目指す学生及び同業種で学び直しを希望する社会人、
グローバル問題、財政問題、地域づくり、環境問題等に関心を持ち、関係団体への就職を目指す学生、同業種で学び
直しを希望する社会人を対象としています。法、公共政策に関する理論や法解釈力、政策分析能力、政策形成のた
めの知識と技術、企画・運営能力を持ち、それらを実践に応用して、現代社会に生起する複雑多様化した法的公共
政策的諸問題の理論的解決を図ることができる人材を養成します。

本コースのಛ৭

、家間、環境等ࠃ、グループ、組৫、地域、ੑ人、関ݸ　
様々なϨϕルのฆ૪・౻・対ཱを࿈続ੑの中でとらえ、
それらをղܾし、よりよいঢ়ଶへのม容を支援するฆ૪
ղܾのリーμーを育成する日本で།一の大学院プログ
ラムです。

ᶃ本ॳͦして།ҰのରにΑΔฆ૪ղܾ学の
　大学院ϓϩάϥϜ

り᛭ୖຏする教育を取り入د験を持ͪܦでのݱ　
れ、また社会人が受ߨしやすいように授業の開ߨ時間
については平日やि等もؚめてॊೈに対応してい
ます。
　ҩྍै事者、学校教һ、ا業人、行職һ、家ࡋௐఀ
ҕһ、ฆ૪フΝシリテーター、ফඅ者相ஊһ、࢘๏ॻ士
など様々な分野の学生が学んでいます。

ᶄ社会人もରとすΔ࣮ॏࢹの教育

　ฆ૪・౻・対ཱとそのղܾについてのཧ論教育のみ
ならͣ、分ੳし、հ入計ըをཱて、実ફし、評価する実務
的な力をともにపఈ教育します。ଔ業後に、A%R（ࡋ
֎ฆ૪ղܾख続）の専門家、ฆ૪ղܾや対のフΝシ
リテーター・メディΤーター、ަ ব力とฆ૪ղܾマイン
ドを持った組৫ܦӦ人となれる人ࡐを育成します。

ᶅମܕݧ学शとέースݕ౼Ͱฆ૪ղܾの࣮ફྗΛ
　2年ؒͰϚスター

　私は社会人学生として、ҩྍݱにおけ
るίϛϡニケーションのଅਐと組৫間対
ཱをճආしױ者҆શを高めるためのプロ
グラムをテーマに日々研究、論文ࣥචにྭ
んでいます。普ஈはප院のҩྍ҆શཧ
者として組৫マネジメント業務にຉし
ながら、大学院では平日間や土 ・༵日༵
に開ߨされる授業、ϫークショップ、θϛ

などにࢀՃしॆ実したຖ日をૹっています。
　本ίースのこうしたܙまれた履修環境によって学業と仕事
を両ཱさͤ、ここでの学びをす͙にݱで応用し実ફすること
ができています。また༏れた学内ߨ師のみならͣ分野͝とに
ୈ一線で͝活༂される学֎ߨ師から多様な学びを得られるこ
とも魅力のͻとつです。ͥ ͻ本学でฆ૪ղܾができる組৫リー
μーを一ॹに目ࢦしましΐう。

ަবฆ૪ղܾ実践ίʔε

����
ަবฆ૪ղܾ実践ίʔεʢަবฆ૪ղܾɾ৫ܦӦઐ৬ίʔε��ʣ

ਗ਼ਫɹܿ

ᷤ、人の多様ԽがਐΉなかで、「ฆ૪」（もめ͝とݸԽやࡶにおいては、社会のෳݱ　 ౻、対ཱ）がىこりや
すくなっています。ࠃ際関から、ا業活動・行・教育・ҩྍなどのݱ、ಉ྅・ྡ 人・༑人・家との関ま
で、生じるฆ૪にどうき߹っていくかがॏ要になりつつあります。本ίースでは、高まるฆ૪ղ （ܾ題
ղܾ）・߹意形成・ڠಇのニーζに対応しうるަবฆ૪ղ ・ܾ対ਪਐ力やマネジメント力をにつけ、
実ફできるようになることをめ͟します。

2019年度　ަবฆ૪ղܾ実ફίース長 ɹେี

৫地域社会での対立・ᷤ ౻・ฆ૪にݐઃ的にऔりΈ、
ະདྷをつ͘るϦーμーを育成し·すɻ

　本ίースでは、ฆ૪ղܾ学の論ཧ的な考
え方を学Ϳことは論ですが、フΝシリ
テーションやίーνングなど多様Խする
社会で必要とされるίϛϡニケーション
スキルを実際に社会のฆ૪や課題をղܾ
している実ફ家の先生方から学Ϳことが
できることが大きな強みと感じています。
　また本ίースには、平日やिにٛߨ

が開ߨされているためܦ験๛かな社会人院生が多く在੮して
おり、社会や組৫の中で々の学生が実際に直໘し抱えている
ฆ૪や౻を事ྫとして学び߹えます。ࣗ分のॴଐしている
組৫の考え方にとらわれͣ事を෯い視野でଊえること、多
様な価؍をཧղし、ฆ૪や౻をղܾするޱࢳを学生ಉ士が
学びながら見つけることができる環境は大きな魅力であり、本
ίースでग़ѭう先生や院生、そしてଔ業生からの学びは実社会
で課題にあたった際にಓしるべとなってくれます。

����
ަবฆ૪ղܾ実践ίʔεʢަবฆ૪ղܾɾ৫ܦӦઐ৬ίʔε��ʣ

千ਘ ౢࡾ

本コースのಛ৭

　๏学、ެ 、学、ฆ૪ղܾ学に関する多様な科目をࡦڞ
目的に応じたクラスタ制のもとでաෆなく効率的に
学べます。

ᶃ࣮にԠ༻Մなɺ๏学ɺެ 学のଟ༷なࡦڞ
　科Λ૯߹తに学Δ

　長期履修や1年在学制度、間、ि開ߨなど、社会人
にྀした履修Ϟデルと時間ׂを設定しています。

ᶄ社会人にもྀしͨॊೈな履修Ϟσϧとׂؒ࣌

　๏学、࣏学、ࡁܦ学分野のૅج科目と日本๏入門、
制度についての知࣏入門など日本の๏制度、ࡦڞެ
識がे分でないཹ学生および๏学部Ҏ֎の学部のଔ業
者にྀした科目を設ஔして大学院教育へのԁなಋ
入をਤります。

ᶅཹ学生ɺ๏学部出ऀҎ֎にもྀしͨ本๏ɺ
　本のެڞࡦにؔすΔૅج科܈

࿑務士の仕事をしなݥౡで社会อࣇࣛ　
がら、新װ線を利用してยಓ�時間かけて
ຖि2日Ґ、大学院に通っています。業務
が高度Խ、ෳࡶԽしていくなか、大学にお
けるスキルアップが必要とҎ前から考え
ておりました。また社会อݥ࿑務士会の
会長をしていた時に士業のଘ在意ٛ、社
会でのׂやݙߩについて考え続けてき

ました。そのいに対するղのͻとつとして大学での学びが
ありました。࿑ಇのݱの、社会にฉこえにくい、にな
らないऑいにࣖをますことが大。それを大学院という
フΥーマットでߏ࠶ஙして社会にؐݩしていきたいとࢥいま
す。士業をؚΉ社会人のօさん、大学院にてࣗ分の人生や仕事
に新たな価؍とະདྷをしまͤんか。

๏ɾެ 実践ίʔεࡦڞ

����ɹ๏ɾެڞࡦ実践ίʔεɹ�

ޱ ढ़Ұ

　専門職試験に߹格し開業してみたものの、定型業のトϨースにきたらない士業社会人専門家のみなさ
ま。もっとくそして深くৄしく今後の仕事をਐめるにあたり、高度専門知の֫得と実ફかつ۩体知への
。わたしの技๏を、新しい大学院で習得しまͤんかڮ
　2019年度スタートのh ๏・ެ 実ફίースࡦڞ はɦ、士業社会人専門家として活༂中のみなさまをॏ要な
マーケットターήットと定め、実務にݙߩする専門知と、実ફ知の研究にཱつ環境を新しい大学院でఏڙ
します。ޏ用อݥඃอݥ者け「教育܇࿅څ制度」の対࠲ߨとしてࢦ定を受けておりますので、֘ さ
れる勤務士業のみなさまもお勤めしながらの通学と学අ支援がՄです。

2019年度　๏・ެ 実ફίース長ࡦڞ ࠠ തত

現代社会にੜىするෳࡶଟ༷化した๏的ެڞࡦ的ॾの
理論的ղܾをਤることができる人材を育成し·すɻ

　私は、大学時に社会の環境題に非常
に関心を持っているので、大学ଔ業後に、
ंリサイクルの専門家である֎先生の
研究ࣨに入ることをܾめました。熊本大
学大学院にਐ学してҎདྷ、私は、専門分野
の知識だけではなく、෯い分野の知識

（๏学、࣏学、ฆ૪ղܾ学等）をษ強する
ことができました。各授業のϨϙートに

಄し、専攻分野Ҏ֎には日本ޠとهのษ強もしています
が、今後のキャリアににཱてるとࢥっています。また、社会
人の方々と一ॹに授業を受けることで、みなさんから刺激をも
らいながら、ษ強することができて、とてもॆ実しています。

����ɹ๏ɾެڞࡦ実践ίʔεɹ�

ཥɹӍ㧯

行・๏職ެ務һクラスタ（ݑ๏ԋ習、行๏ԋ習、行学ԋ習、等）
（論、等ࡒ行論、地方࣏ݱ、੫๏ԋ習ે）題クラスタࡒ
֎務ެ務һクラスタ（ࠃ際๏ԋ習、ࠃ際関論ԋ習、等）
グローバルا業クラスタ（ࠃ際取Ҿ๏ԋ習、知的࢈ࡒ๏ԋ習、等）
グローバル題クラスタ（グローバル環境ࡦ論、ࡁܦࡦ論、等）
まͪͮくりクラスタ（ެڞ学、地域ࡦ論、等）
環境題クラスタ（環境ࡦ論、行๏ԋ習、ެ （ฆ૪ղܾ論、等ڞ
૪ু๏務クラスタ（ຽ事ૌু๏ԋ習、ܐ事ૌু๏ԋ習、等）
（と๏、等ࡂ、ҩྍ๏務、社会อো๏務）๏務クラスタڞެ
੫ཧ๏務クラスタ（ે੫๏ԋ習、ࡁܦ๏ԋ習、年ۚ題と๏、等）
中খا業๏務クラスタ（中খ会社๏、࿑ಇ๏ԋ習、等）

クϥスタとओな授業科ʢৄ͘͠1�� ʣ

ฆ૪ม容フΝシリテーションクラスタ
（ฆ૪ม容のཧ論と技๏、μイアローグ実ફ論、ケース分ੳ・フィールドԋ習、等）
ฆ૪ม容フΝシリテーションアドバンスドクラスタ
（ަবのཧ論と技๏、ฆ૪ղܾと心ཧ学、メディΤーションのཧ論と技๏、等）
人間科学系専門職ެ務һクラスタ
（গࢠ高ྸ社会と๏、年ۚ題と๏、高ྸ者࢈ࡒཧと๏、等）

クϥスタとओな授業科ʢৄ͘͠1��ʣ
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߈社会ਓؒ学ઐݱ
博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜ʢจ学ɺ๏学ɺ学術ʣ
ೖ学ఆһ��໊

౦ΞδΞɾϏδωεɾίϛϡχέʔγϣϯઐ৬ίʔε

中ࠃ・台等の大学で日本ޠ専攻の学部教育を修ྃした学生は、
研究生・科目等履修生などをܦることなく、本ίースにਐ学する
ことができます。日系ا業などに勤務ܦ験のある学生は日本ا
業文Խへのཧղを深め、スキルアップにつながります。

本コースのಛ৭
ᶃスτϨーτϚスター

Ϗジネスのݱに直結した内容を෯く学Ϳことができます。
また、ϫークショップ型ԋ習、プロジェクト研究、リサーνϖー
パー࡞成など、多様な授業形ଶによって学生の学Ϳ意ཉに応え
ます。

ᶄ࣮ફܕ教育のॏࢹとଟ༷な授業ܗଶ

˔ඞमՊ தൺֱࣾձɺதൺֱจԽɺதൺֱܦӦɺ
౦ΞδΞݱࡁܦɺಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

˔ͦのଞओなՊ ϓϩδΣΫτڀݚɺϫʔΫγϣοϓܕԋशɺ
ҟจԽؒίϛϡχέʔγϣϯԋशɺຊޠจॻ࡞ԋश

「日本ޠ文ॻ࡞成ԋ習」を通し、日本ޠをॻく力を高めるととも
に、গ人数の対໘型教育により日本ޠをฉき取る力・す力を
人学生と日本人学生がಉじ教ࣨで学ࠃ上さͤます。また、中
びٞ論していける授業をఏڙしていくことで、日常的に日本人
とのަྲྀのྠを͛ていくことができます。

ᶅߴ度な本ޠྗの育
ओな授業科

 日中両ࠃの関は21ੈلのݱ在、しいஈ֊に入りつつあると言えます。すなわͪ、改革・開์Ҏ߱の中ࠃ
の目֮ましいࡁܦ発లにより、༗࢙Ҏདྷॳめて日中両ࠃのࠃ力はߧۉԽしつつあります。そのような中で
・ຽ間Ϩϕルともどのように両ࠃの関をߏஙしていくかについて、しているのがݱঢ়です。本
ίースではそのような両ࠃ間のΪャップをຒめるべく、多࠼な授業を通してい視野と高度な専門的知識
をにつけることを目的としています。

2019年度　౦アジアϏジネスίϛϡニケーション専門職ίース長 ล 

中国人ཹ学ੜのためのϏジωε・ίϛϡニέーショϯίーεɻ日中Ϗジωεの
プロフェッショナルを育て·すɻ

　私は日中関に関する題にもっとも関心があり
ます。日中関はྺ࢙認識をめ͙る対ཱや、࢈業ڝ
૪などの題がありますが、ະདྷに日中༑関を
อつためには、やはりより多くの人が互いに相खࠃ
に対するཧղ、認識を深めることが大だと考え、両
的な知識をより深くཧղするため࣏の文Խ的、ࠃ
に、今年�݄に౦アジア・Ϗジネス・ίϛϡニケーショ
ン専門職ίースにਐ学しました。

　本ίースのษ強を通して、中日両ࠃをはじめ多くのࠃ際社会や文Խに
関する知識を得るとಉ時に、各ࠃの文Խやࠃ際関に対する見方も深ま
り、ҧいをଚॏして、ཧղすることができるとࢥいます。
  私はこの2年間で、修士߸の取得を目ࢦしてؤுっていきたいとࢥいま
す。修ྃ後は、日中༑にݙߩできる仕事にबきたいです。

アυϛογϣンϙϦγー
人文・社会に関わる学術領域の研究方๏あるいは学際的な研究方๏をにつけることにより、人間や社会における
。めますٻのॾ題をཧ論的、実ફ的にղܾしたい人をݱ

̍ɽ౦アジア地域におけるϏジネスのݱで、日中の相ҧから生じるॾ題をղܾしスムーζなίϛϡニケーショ
ンをਤることのできる力をにつけ実ફできる職業人をめ͟す人

̎ɽݱ社会のྙཧ的ॾ題をཧ論的・実証的にଊえ、それを実ફや研究に活かす力をにつけることをめ͟す人
̏ɽフィールドϫークをओとしたௐࠪ方๏論にͮجき、ࠃ内֎の社会文Խ的、言ޠ的、地ཧ的ॾݱを実証的・論ཧ

的に研究することをめ͟す人
̐ɽ認知という組みから人間をཧղする学や心ཧ学の方๏を通じて、ݱ社会の実ફ的題に対して߹ཧ的・

的に対ॲする力をにつけたい人؍٬

����ɹ౦ΞδΞɾϏδωεɾίϛϡχέʔγϣϯ
ઐ৬ίʔεɹ��

内にྨྫがないࠃ ・࣭ྔ をތる教師ਞによる、生໋ྙཧ、環境ྙ
ཧ、Ϗジネスྙཧ、ใྙཧ、技術者ྙཧ、ਆྙܦཧ等の応用
ྙཧのॾ部門とҩྍ社会学にわたる授業科目をଗえています。

本コースのಛ৭
ᶃଟ༷なΧϦキϡϥϜ

社会ௐࠪ力と文ݙಡղ力をج൫に、先ྙཧ学を研究します。
ケーススタディとディスカッションをॏ視し、ݱのྙཧ的
題の۩体૾をଊえ、その本࣭のղ໌とՄなղܾࡦをݕ討して
いきます。

ᶄཧと࣮ફの྆໘からの研究

˔ඞमՊ ੜ໋ྙڥཧᶗ˞ɺݱྙཧ˞ɺҩྍࢱ
ࣾձ˞ɺਂ ৺ཧ˞ɺ先端ྙཧ学ߪಡ˞ɺ
先端ྙཧௐࠪڀݚɺϓϩδΣΫτڀݚɺ
ಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

˔ͦのଞओなՊ ྟচྙཧɺݱ先端ྙཧɺੜ໋ྙڥཧᶘ

ຖ年数ճࠃ内֎のߨ師をটいて先ྙཧ関࿈のシンϙジウム・
ηϛナーを開いています。これらにࢀՃすることで最先の研
究に৮れることができ、後期博士課程へのਐ学にもे分な学力
をにつけることがՄです。

ᶅࠃ֎の࠷ઌの研究に৮ΕΔ

先端ྙཧ学ڀݚίʔε

ओな授業科

社会では、先ҩྍ技術やใԽ社会などのਐలによって、様々な໘でྙཧ的な題が生じていまݱ　
す。それにって、そうした題をཧ論的・実証的にଊえ、それに対ॲしうる力が要されています。先
ྙཧ学研究ίースでは、ྙ ཧ学ૅجཧ論とௐࠪ研究などを༗機的に࿈関さͤることで、ҩྍやཱࡦҊの
。していますڙの要に本格的に応え、先ਐ的な応用ྙཧ研究をՄとするプログラムをఏݱ

2019年度　先ྙཧ学研究ίース長 ཱՖ ࢘

ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β�Պબͯ͠ඞमʣ

現代社会のྙ理的ॾを理論的・実ূ的にଊえ、ͦ れに対ॲしうる能力を養成する

　ྙཧ学では「ࢮঢ়ଶのױ者からଁثをఠग़して
もよいか」といったݱ実的ないから「ಓಙはओ؍
的なものか、؍٬的なものか」といったந的な
いまで多様な題が論じられますが、私はओに後者
のようないをѻう、メタྙཧ学という分野での研
究をਐめています。日々の授業では、そうした題
を८ってなされてきた様々なٞ論を学Ϳことで、യ

વとしたいをચ࿅さͤ、論点をཧして題を໌֬Խする力をにつ
けています。またগ人数の授業でのٞ論においては、相खの意見をよく
ཧղしたうえでࣗ分の考えをクリアに、かつઆ得力ある仕方でड़べるこ
とがٻめられるため、試行ޡࡨしながらࣗ分の力を高めることがで
き、ࣗ ৴につながります。

����ɹ先端ྙཧ学ڀݚίʔεɹ� দ 千香
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Ԥ文の学術文ݙを൷的にಡղする力を育成するためのԋ習
形ଶの授業を開ߨします。さらに、学にॏ点をஔく学生には
学ࢥ考と文ݙಡղのૅجを修得さͤ、心ཧ学にॏ点をஔく学
生には実験心ཧ学の方๏論を修得さͤます。

本コースのಛ৭
ᶃಡղɺج൫తなྗのܗ

൷的ディスカッションと院生ݸ々の研究テーマについてのݸ
ผࢦಋをॏ視します。本研究ίースのねらいとする֓೦的論究
と実証的研究との相互ࢀর・ڠಇをਤるための科目をಋ入し、
ैདྷにない発のల開をଅਐします。

ᶄੑΛߴΊΔͨΊの教育ํ๏

˔ඞमՊ ೝ知Պ学ɺೝ知ݱ˞ɺޠݴ学ڀݚ˞ɺ
知֮৺ཧ学ಛ˞ɺೝ知৺ཧ学ಛ˞ɺಛผ
ᶘڀݚᶗɺಛผڀݚ

˔ͦのଞओなՊ ৺の学ڀݚɺ実ݧ৺ཧ学ಛ

大学院先科学研究部等の教һによる科学や計ࢉ機科学関࿈
授業を開ߨし、研究視点を͛深めます。

ᶅ学ࡍత研究ɾ教育

の研究者をটᡈしてηϛ֎ࠃ・֎ಉ研究者などを中心に学ڞ
ナーなどを行い、学生が学的刺激を受ける機会を૿やし、研
究に対する意ཉを高めます。

ᶆ学֎ɾࠃ֎のؔػとの࿈ܞ

ೝ知学ɾ৺ཧ学ڀݚίʔε

ओな授業科

ϑΟʔϧυϦαʔνڀݚίʔε

各専門領域のૅج的な考え方を学び、フィールドリサーν実習
およびプロジェクト研究を通して実ફ的な研究方๏を習得しま
す。フィールドリサーνに関する体系Խされたカリキϡラムも
研究をサϙートします。

本コースのಛ৭

ᶃ࣮ફతな研究ํ๏Λにつ͚Δ

教һが中心となって行うプロジェクト研究の一һとしてフィー
ルドリサーνを実ફすることで、専門的知識と技術にՃえて、
ཱࣗした研究者としての意識のཱ֬を目ࢦします。

ᶄཱࣗしͨ研究ऀとして

˔ඞमՊ
ϑΟʔϧυϦαʔνํ๏ɺݱޠݴཧ˞ɺ
ࣾձจԽཧ˞ɺҬՊ学ཧ˞ɺ
ϑΟʔϧυϦαʔν実शᶗʢࣾձจԽௐࠪ実शʣˎ ɺ
ϑΟʔϧυϦαʔν実शᶘʢޠݴௐࠪ実शʣˎ ɺ
ϑΟʔϧυϦαʔν実शᶙʢຽଏௐࠪ実शʣˎ ɺ
ϑΟʔϧυϦαʔν実शᶚʢཧௐࠪ実शʣˎ ɺ
ಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

学֎の研究者ともަྲྀՄなηϛナーなどのࢀՃ、あるいはࠃ
内֎の学会での研究成果の発දをଅし、学的刺激により研究
がさらに深Խするようにࢦಋします。

ᶅ研究ਂ化へのڥඋ

ओな授業科

　学あるいは心ཧ学のどͪらかの方๏に࣠をおいて研究しつつ、認知科学のॾ領域の研究成果もࢀর
して、より視野のい組みから人間をཧղすることを目ࢦします。さらに、このようにしてૅجཧ論に
ཪͮけられた֬かな方๏をにつけることで、科学技術の高度Խや社会システムのෳࡶԽにともなって
生じたݱのさま͟まな題にも߹ཧ的かつ؍٬的に対ॲする力を育てます。

2019年度　認知学・心ཧ学研究ίース長

　本ίースは、フィールドでௐ 実ੈ界のॾ事を実証ݱ、きͮجଌなどによってऩूするใ・資ྉに؍ࠪ・
的・論ཧ的に研究することをࢤす学生をܴします。特定の専門領域を深く学修しつつ、ಉ時にपล領域へ
視野を͛ることが、๛かな学的成果をもたらすことになります。本ίースでは、様々な専門領域の教һ
のࢦಋによって深い専門ੑと෯い知識をともに修得できるようにカリキϡラムをฤ成しています。

2019年度　フィールドリサーν研究ίース長

େ⁋ ਖ਼

ࣛౢ ༸

ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β̍Պબͯ͠ඞमʣ

ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β̍Պબͯ͠ඞमɺˎ ಉ༷ʣ

国外の׆ಈྖ域を༷ʑなʮフΟールυʯからಡΈղいてい͘ことで、現代社会の実ଶを
ਖ਼֬にଊえる能力と൷力を養成する

社会文化科学教育部では、進学説明会のほか、
数々のアカデミックなセミナー・シンポジウムを行っており、

その一部を紹介します。

学͋るい৺理学を深め、人ؒのॾを論理的・実ূ的にղܾする能力を養成する

社会文化科学教育部進学説明会・セミナー・シンポジウム

2019年度開催予定

2018年度開催実績

　私は、ଔ業論文で「খ学生が地域のࡂリスクをどの程
度認知しているか」という研究を行いました。その中で、
人々のࡂݮ・ࡂ意識についてよりີ度の高い研究を行
いたいとのࢥいが強まりフィールドリサーν研究ίース
に入学しました。今後は、ࡂのه・ঝとしての意ٛ
をもつ「ࡂൾ」についてௐ ・ࠪղੳする༧定です。
　本ίースでは、先生方のஸೡな͝ࢦಋのもと、フィール
ドϫークを行うための事前४උから؍の視点、分ੳ技

術まで専門的に学Ϳことがग़དྷます。また、ࠃ際色๛かなθϛ生と学Ϳことで
新たな視点を得られとても刺激になっています。人的にも設උ的にもॆ実し
た環境で、研究に取り組Ήことができています。

����ɹϑΟʔϧυϦαʔνڀݚίʔεɹ� ະདྷ ాݪ

  私はଞ大学でドイπޠおよびཧ論言ޠ学を学んだ
のͪ、ݩདྷの学的関心であった認識論を研究する
ために本学大学院へ入学しました。
とࢥ在、認知学と論ཧ学および論ཧ学のݱ  
ٞ論に৮れながら、ことはੈ界とどのように関わ
るのだΖうといういを中心的なテーマとして、
ラッηルやウィトήンシϡタインといった学者
のࢥのಓےを୧りながら、みͣから考え、先生の

。ಋのもと研究に取り組んでいますࢦ
  本ίースでは、গ人数でのٞ論のなかで、ҟなる؍点からのアイデア
やアドバイスを近に受け取ることができます。また、こͫんまりと
したԋ習ࣨのみならͣ様々なॴで学的なٞ論をܦ験する機会もあ
り、日々の生活を知的な刺激でॆたしています。

����ɹೝ知学ɾ৺ཧ学ڀݚίʔεɹ� ງా ཾݰ

20�8年5݄29　ઌྙཧ学研究セϛφー
ʮϓϥΠϚϦɾέΞに͓͚るέΞとԿ͔ʯ

20�8年9݄�　ӳޠ教育セϛφー
ʮখதߴΛ௨ͨ͡ӳڭޠҭのలと՝
ɹʕओମ的ɾର的Ͱਂ͍学ͼΛ۩ݱԽ͢るतۀվળと
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࢣڭのࡏΓํΛத৺にʕʯ

ӳޠ教育セϛφー
20�9：࣌年�0݄5（）　�3�00ʙ

20�8年7݄�8　ϥンνタΠϜセϛφー
ʮଔޙۀのਐ࿏とͯ͠の۽ຊ大学大学院ʯ

20�8年�0݄3�　ϥンνタΠϜセϛφー
ʮଔޙۀのਐ࿏とͯ͠の۽ຊ大学大学院ʯ

20�8年�0݄23　ฏ30年度�のٕ๏のঝ研究会
（社文研F%ҕһ会ओ࠵）

ʮίϛϡχςΟԻָྍ๏の՝とలʯ

20�8年��݄�0　社会文化科学教育部ਐ学આ໌会20�8

社会文化科学教育部ਐ学આ໌会
࣌：ୈ�ճ　20�9年7݄2�（ਫ）　�7�00ʙ�8�30

ୈ2ճ　20�9年�0݄�9（）����30ʙ�6�30

ɾڭҭ෦ɾೖࢼの֓ཁઆ໌ɺ大学院ੜɾमྃੜ͔Βの
ɹϝοηʔδɺྖҬɾίʔεผ૬ஊձΛ͍ߦ·͢ɻ

ਐ学આ໌ձ����の༷ࢠ
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ओな授業科

　高校ޠࠃ教һになってからも活きる専門的
な知識や実ફ的なࢦಋ力をにけたいと考
え受験しました。本ίースでは文学・ޠࠃ学、
高校ޠࠃ教育について学Ϳことができます。
私の研究テーマは「文学を教ࡐとしたアクティ
ϒ・ラーニングの授業ఏҊ」で、ࣗ 分のڵຯ・関
心にԊって様々な専門ੑをお持ͪの先生方か
ら͝ࢦಋいただきました。ཧ論を深め、授業実

ફに౷߹していくための学びと研究のとして環境がっていま
す。ޠࠃ教һを目ࢦす学生、ݱ職で教һをされながら大学院で学
れている方やཹ学生の方と᛭ୖຏする中で新たな発見やͮؾ
きが得られるຖ日でした。

һઐ৬ίʔε�ฏ��मྃڭޠࠃߍߴ Ӭా ྋ香

ओな授業科アυϛογϣンϙϦγー
൫としجと文学のॾ領域において、学術的知見をޠと文学、Ԥถの言ޠ学、ຽଏ学、日本・౦アジアの言ݹ学、考࢙ྺ
て、高度かつ実ફ的力を修得し、文Խ行、教育、マスίϛ等の分野で専門的職業人として活動できる人、および
それͧれの学術領域の研究のૅجを修め、Ҿき続き博士後期課程において専門を深めうる研究の୲いखを育成する
ことを目ඪとしています。このような؍点から、本専攻は࣍のような人をٻめます。
̍ɽ地域のྺ࢙や文Խにࠜ͟した文Խ行・博ؗ学ܳһのΤキスパートをめ͟す人
̎ɽ日本ޠ日本文学・中ޠࠃ中ࠃ文学の学術的成果をૅに、授業にがりと深みを༩えるޠࠃ教һをめ͟す人
̏ɽ高度なཧ論と実ફ力を݉ねඋえた、ݱでのӳޠ教育改ળで先ਐ的ׂを୲える専門職をめ͟す人
̐ɽ高度の࢙ྉಡղ力をج൫に、ྺ 事をओ体的に研究するスキルをにつけることをめ͟す人࢙
̑ɽ౦アジアの言ޠ・文学・ຽଏについて専門的にかつい視野にཱって౦アジア文Խ研究をめ͟す人
̒ɽӳޠやドイπޠやフランスޠの高度な力をഓい、言ޠ・文学研究やࠃ際ަྲྀなどの専門家をめ͟す人

文化学ઐ߈

過
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博 士 前 期 課 程

学Ґ�म࢜ʢจ学ɺ学術ʣ
ೖ学ఆһ��໊

Ӧ論特論、地域博ܦอ護論、文Խ行特論、博ؗࡒ通教育プログラム（文Խڞ
ؗԋ習）と専門教育プログラム（日本࢙・考ݹ学・ຽଏ学の専門科目、インターン
シップ、特ผ研究）を組み߹わͤた選択෯の大きいカリキϡラムをฤ成します。
目的に応じて行分野を関࿈する科目を中心に学Ϳことも、学術分野にॏ心を
おいて学Ϳこともできます。

本コースのಛ৭
ᶃతにԠͨ͡教育ϓϩάϥϜ

カリキϡラムの特長は、ま 「ͣ文Խࡒอ護๏」の体系的ཧղをਐめることを͛ڍ
ることができます。࣍に、文Խிه೦課のओ文Խࡒௐࠪのܦ験を持つ人
在の文Խ行の題点をఏࣔしཧݱ、師としてটᡈすることでߨ等を非常勤ࡐ
ղした上で、地域において専門を活かした文Խ行に携われる人ࡐを育ててい
けるカリキϡラムを用意しています。

ᶄ文化ߦのスϖγャϦスτΛ育てΔಛ長あΔΧϦキϡϥϜ

˔ඞमՊ จԽࡒอޢɺจԽߦಛɺതؗܦӦಛɺ
Ҭതؗԋशɺಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

˔ͦのଞओなՊ ຽଏ学実शɺຊݹߟ学ɺຊ࢙ۙɺҬ
ྉɺΠϯλʔϯγοϓなͲࢿ

ɾ社会人学生（ओとして文化ߦࡒ୲部ہɺതؗに在੶していΔ社会人）
間開ߨ・ू 中ٛߨを組み߹わͤて、ج本的に1年࣍で必要な୯Ґの΄とんどを
修得Մにし、2年࣍はओに論文ࣥචに専೦できるようྀします。

ɾ学部からのਐ学生（ओとして本࢙学ɾݹߟ学ɾຽଏ学Λઐ߈すΔ学生）
1年࣍にཧ論・ௐࠪ๏等の学術分野を学び、2年࣍にاը及びలࣔ技術をܦ験し、
কདྷ専門職にबいた時に必要とされる知識と実務ܦ験をੵΉことができます。

ᶅ社会人ɾਐ学生にରԠしͨ授業ܗଶ

จԽߦɾ学ܳһઐ৬ίʔε

һઐ৬ίʔεڭޠࠃߍߴ

˔ඞमՊ ຊڀݚޠとޠࠃߍߴɺຊۙݱจ学ڀݚとޠࠃߍߴɺ
ಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

˔ͦのଞओなՊ ಡΈのํ๏と実践ɺຊݹయจ学ڀݚとޠࠃߍߴɺ
தݹࠃయจ学ڀݚとޠࠃߍߴ

高等学校の教科ॻにく採用されている教ࡐに対して、最新の研究成果と研究
方๏及びपล領域に関する知識のޫをて、๛かな授業をల開できる力を育
成します。

本コースのಛ৭
ᶃఆ൪教ࡐにରすΔ学ज़の࠷৽のՌٴͼํ๏のࣹ

ಡみに関するཧ論を学Ϳとともに、ಡみの方๏を࿉ຏすることによって、ਫ਼៛な教
。く、深みのある授業をల開できる力を育成しますͮجղऍにࡐ

ᶄಡΈのཧのਂ化とಡΈのํ๏の࿉ຏ

日本・౦アジア文Խ学研究ίースに開ߨされる日本ޠ日本文学・中ޠࠃ中ࠃ文学・
౦アジア地域文学等に関する授業科目を履修することによって、教ࡐ研究・教ࡐ
開発にがりを༩えます。

ᶅؔ࿈科の෯い履修

高校生の関心をىשし、学Ϳ意ཉをҾきग़すために、生ెの生活ݍに関わりある
言ޠ資ྉを教ࡐԽすることをめ͟して、大学教һ・受ߨ者がڠ力してڞಉ研究を
行います。

ᶆҬにࠜ͟しͨ教ࡐ։ൃにؔすΔڞಉ研究

日本ޠ開発・教育実ફに関わる修士論文、または日本ࡐ研究・教ࡐ科の教ޠࠃ
文学・中ޠࠃ中ࠃ文学の最先のトピックに関する学術的な修士論文を࡞成
します。

ᶈ教ࡐ研究ɾ教育࣮ફにؔΘΔ修࢜文ຢは学ज़తな修࢜文の࡞

者とがಉじ授業を履修すߨ者と、学部から直ਐ学した受ߨ験を持つ受ܦݱ
ることによって、相互にܦ験と知識をิい刺激を༩え߹う教育ۭ間を࡞りग़し、
効果的な教育を実ݱします。

ᶇएखɾ中ݎのݱ৬教һとスτϨーτϚスターのಉ࣌育

　本ίースはࠃや地方࣏ࣗ体の文Խ行୲者、博ؗ等の学ܳһ等として活༂する人ࡐ、あるいはকདྷそ
のような専門職をرするਐ学者を対に設ஔされました。受ߨ生は、考ݹ学・日本࢙学・ຽଏ学のそれͧ
れの領域における研究力を高めるとともに、文Խ行のݱঢ়と課題、文Խࡒ関๏規等に関するٛߨを受
けることで、より深い専門ੑと෯い知識をにつけることができます。わたしたͪは、地域の૯߹的文Խ
行にݙߩできる人ࡐの養成を目ࢦしています。

2019年度　文Խ行・学ܳһ専門職ίース長 鈴木 ೭

　本ίースは、これまで日本ޠ日本文学・中ޠࠃ中ࠃ文学研究ࣨより、修士の学Ґを༗する多数の高校ޠࠃ
教һをૹりग़した実、またݱ職教һを大学院学生として受け入れてきた実にもとͮいて設ஔされまし
た。日本ޠ学・日本文学・中ݹࠃయ文学における最新の研究成果と研究方๏を学Ϳことɼそれらの知見にج
ͮく教ࡐ研究・教ࡐ開発を行うことを両ྠとしɼ学生と教һ方が知的・教育的刺激を༩え߹うとなるこ
とを目ࢦしています。

2019年度　高校ޠࠃ教һ専門職ίース長　　茂木 ढ़৳

日本語日本文学、中国古య文学の࠷৽の学ज़的成Ռをجに、तۀに広がりと深Έを༩えることのできる
国語教員を養成する

地域の歴史文化にࠜ͟した文化ߦ・തؗのΤキεύーτを養成する

จԽߦɾ学ܳһઐ৬ίʔεɹฏ��मྃ ฏ߁ ࡚ٶ
  私は学部生の時により専門的なことを学
びたいとࢥい、熊本大学の文学部からこͪ
らのίースにਐ学しました。文Խ行・学ܳ
һ専門職ίースでは博ؗなどの文Խ施設
でಇくための専門知識や技๏を学びました。
また、日々の授業はւ֎からのཹ学生やଞ
ίースの学生と一ॹに受けることが多く、
多様な視点から意見をฉくことができ、と

てもྑい刺激になりました。
  私はຽଏ学を専攻し、༡びや༡びಓ۩のมભについて研究し、
修士論文をఏग़しましたが、先生方も大มஸೡにࢦಋしてくだ
さったので҆心して研究をਐめることができました。授業や
θϛ、研究とॆ実した生活をૹったܦ験は、今の仕事にもとて
もཱっていることを実感しています。
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文ݙ学、方言学、ຽଏ学に関わるௐࠪが独力で行える力を修
得できるよう、ࣸݹ本・ץ本をؚΉݪయのಡղ力、フィールド
ϫークの方๏論など、学術的見地からの分ੳにתえるデータू
ੵ方๏の修得をॏ視した教育を行います。

本コースのಛ৭
ᶃௐࠪɾ文ݙಡղج൫తなྗのܗ

中ࠃ文学、日本文学、ൺֱ文学、日本ޠ学、ຽଏ学など、それͧ
れの研究方๏、研究成果を࿈携にͮجいてڞ༗することにより、
౦アジア地域શ体をؚΉい視野にたって研究を深めます。

ᶄ֘ྖҬ研究にඞཁな߲ࣄの教授

˔ඞमՊ ൺֱຽଏจԽ˞ɺຽଏ学ௐࠪ実श˞ɺ
தݹࠃయจ学˞ɺதݱࠃจ学˞ɺ
౦ΞδΞจԽ˞ɺ౦ΞδΞจԽަব˞ɺ
ຊจ学࢙˞ɺຊ࢙ޠ˞ɺ
ಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

開ߨされている授業は日本ޠ日本文学、中ޠࠃ中ࠃ文学、ຽଏ
学や日中から༸までを視野に入れたൺֱ文Խ学的研究にͮج
くٛߨとԋ習、およびؖ中のൺֱ文Խに及んでおり、多࠼な内
容の授業から必要な科目を受ߨし、ࣗ らのテーマにあった研究
方๏を学Ϳことがग़དྷます。

ᶅςーϚにԊͬͨબडߨ

ຊɾ౦ΞδΞจԽ学ڀݚίʔε

ओな授業科
˔ඞमՊ ӳڭޠतํ๏ɺӳޠΧϦΩϡϥϜɾࡐڭ։ൃɺ

ӳޠतۀ実践ԋशɺஊੳとڭޠݴҭɺ
ୈೋޠݴशಘԠ༻ɺӳڭޠҭධՁɺӳޠޠኮशಘɺ
Ԡ༻Ի学ԋशɺޠݴ学शとϥʔφʔΦʔτϊϛʔɺ
ಛผڀݚᶗɺಛผڀݚᶘ

˔ͦのଞओなՊ ӳڭޠҭڀݚ๏ɺӳڭޠҭ౷ܭ学

ӳڭޠҭઐ৬ίʔε

ίʔεڀݚ学࢙ྺ

熊本やभを中心とした地域社会、それをแׅする日本・౦ア
ジア、そして対ۃにҐஔするԤถなど、それͧれの地域のྺ࢙・
社会文Խ・ࢥをݸผ専門的に教育・研究するとともに、それら
をൺ ・ֱ૯߹する視点を形成するプログラムをӡӦします。

本コースのಛ৭
ᶃҬ研究にཱ٭しͨάϩーΧϧな࠲ࢹのܗ

の一ࠃの実施ௐࠪや、Ԥถ・アジア各ࡒ文ॻやҨ・ຒଂ文Խݹ
のਫ਼ಡと分ੳを通して、それͧれの分野で独的ݙྉ・文࢙࣍
研究をਐめるにे分な専門的力を育てます。

ᶄ࣮शɾௐࠪͰഓ͏ઐతྗ

˔ඞमՊ ΞδΞํڀݚ࢙๏˞ɺ༸ํڀݚ࢙๏˞ɺ
ຊํڀݚ࢙๏˞ɺจԽํڀݚ࢙๏˞ɺ
ΞδΞ࣏ɾ࢙ࡁܦ˞ɺ༸Ҭࣾձ࢙˞ɺ
ຊ࣏ɾ࢙ࡁܦ˞ɺຊۙࢥ࢙˞ɺ
ຊݹߟ学˞ɺݹߟ学ࢿྉ˞ɺಛผڀݚᶗɺ
ಛผڀݚᶘ

ԤถจԽ学ڀݚίʔε

ւ֎ڠ定校とのަྲྀを深め、༁研究やӳޠのみによ
る授業を開設します。また、୯Ґ互制度にͮجいて
の大学等において修得した୯Ґを10୯Ґまで修ྃࠃ֎
要݅୯Ґにࢉ入することができます。

本コースのಛ৭
ᶃ࣮ફత֎ޠࠃྗの育

これまでのようなޠ学・文学研究もਐめる一方、̚ ̪ॾ
学的研究や、&6の域内、域֎を視野にޠの社会言ޠࠃ
ऩめた言ޠや文Խに関する受容の研究、さらにϙスト
ίロニアリζム的関心に対応するୈੈࡾ界との関を
うΤスニック文Խ・文学研究などをల開します。

ᶄݱのଟ༷な研究ཁへのରԠ

˔ඞमՊ ΠΪϦεจ学ڀݚ˞ɺΞϝϦΧจ学ڀݚ˞
ӳޠ学ڀݚ˞ɺυΠπจ学ڀݚ˞ɺυΠπݍޠ
จԽڀݚ࢙˞ɺυΠπޠ学ڀݚ˞ɺϑϥϯεจ
学ڀݚ˞ɺϑϥϯεจԽڀݚ˞ɺϑϥϯεޠ学
ᶘڀݚᶗɺಛผڀݚɺಛผ˞ڀݚ

ओな授業科

様々なӳޠ教授๏、アクション・リサーνによる実ફ的研究、カリキϡラム・教ࡐ
開発を学び、学校ݱのίンテクストに応じたӳޠ教育改ળを中心的に୲う力
を養います。また、教ࡐ開発等での高大の࿈携によるӳޠ教育を目ࢦします。

本コースのಛ৭
ᶃ教室Ͱの授業࣮ફΛࢧえΔӳޠ教授๏と授業σβΠンの։ൃ

発లがஶしいୈೋ言ޠ習得論・応用言ޠ学の最新の研究成果を学び、高校、大学
でのӳޠの̐技のࢦಋ、教ࡐ開発、評価等への応用をݕ討します。また、定ྔ的・
定ੑ的な研究方๏にͮجくリサーνデザインをߏஙできる力を養います。

ᶄୈೋޠݴशಘཧɾԠ༻ޠݴ学の研究Λ׆かしͨӳޠ教育

ٖ授業等を౿まえた省と評価により、授業実ફ力の上にࣗ的に取り組み
ます。また、ݱ職教һと学部からのਐ学者が、互いの実ફ事ྫをえ߹いݕ討す
るピア・ίーνング等のಋ入により、教育実ફ者としての成長を目ࢦします。ま
た、ӳޠをഔհとした教育環境のఏڙにより、高度なӳޠӡ用力を養成します。

ᶅ授業࣮ફྗの上と教育࣮ફऀとしての長ΛࢦすϓϩάϥϜ

ラーナーオートϊϛー（学習者のࣗੑ）の教育研究の成果を活かしたӳޠ教育
の開発に取り組みます。また、ࣗ 学習をଅਐする学習支援の在り方について、
ཧ論と実ફの両໘から学Ϳ機会をఏڙします。

ᶆϥーφーΦーτϊϛーΛ育てΔӳޠ教育

ӳޠ学、ӳ文学等の学術分野を学び直し、ӳޠ学習のഎܠにある言ޠ・文Խへのཧ
ղを深めるとともに、文๏・ಡղ等のࢦಋにཱてます。また、ҟ文Խ間ཧղ研究
にͮجいたӳޠ教育を開発・実ફできる力を育成します。

ᶇҟ文化ཧղのͨΊのӳޠ教育

　各ࠃのࠃ際ԽがਐΉにつれて、それに対応できる人ࡐがٻめられています。そこで、ίースは、社会の
しڙの養成を目的として、そのための授業をఏࡐ際Խに対応できる人ࠃ、学術・専門研究両方においてݱ
ています。۩体的には、ӳถ、ドイπ、フランスのޠ学、文学、文Խなどの多方໘にわたる授業を行い、それ
らを通して、֎ޠࠃ力を養成し、Ԥถޠ学・文学の研究をਪਐし、またւ֎とのަྲྀ発లにݙߩする人を育
てたいと考えています。

2019年度　Ԥถ文Խ学研究ίース長　　τϏΞεɾόΞʔ

　本ίースは、ݱ職高校教һ、これから専門職としてのӳޠ教師を目ࢦす方々のニーζに応えるプログラム
として設ஔされました。ݱ職教һと一ൠ・社会人が互いに学び߹える学習ڞಉ体をग़し、ཧ論と実ફを౷
߹したࢦಋ力をにけた、ݱでのӳޠ教育の改ળにおいて先ਐ的ׂを୲う人ࡐを育成します。また、
博士後期課程へのਐ学を視野に入れた方への研究ࢦಋもఏڙし、大学ӳޠ教育改革でݗҾ的なׂを果た
ͤる高度専門人ࡐの養成を目ࢦします。

2019年度　ӳޠ教育専門職ίース長 Լ పࢁ

学の̑つの分野からなります。本ݹ学・考࢙学・文Խ࢙学・༸࢙学・アジア࢙学研究ίースは日本࢙ྺ　
ίースのいͪんの強みは、文ݙと実資ྉを中心にਾえ、実証的な࡞業からྺ࢙をߏஙしてΏくखݎさに
あり、そしてこれを支えるのが本学ॴଂの࢙ྉ・研究文ݙ・考ݹ学資ྉです。Ӭ੨文ݿをච಄とするこれら
は ・࣭ྔ ともにࠃ内最高ਫ४にあります。本の資ྉ・࢙ྉに正໘からとりくんでࣗ力でྺ࢙の൶を開こう
とする人をっていますʂ

2019年度　ྺ࢙学研究ίース長　　木Լ ঘࢠ

ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β̎Պબͯ͠ඞमʣ ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β̎Պબͯ͠ඞमʣ

ʢ˞Λͨ͠Պ͔Β̎Պબͯ͠ඞमʣ

考古学、日本史学、アジア史学、西洋史学、文化史学の5つの専門分野から構成され、
横断的な関係のもとグローカルな視座に立ち、歴史学を研究する

理論と実践力を兼ね備えた英語教育のプロフェッショナルを養成
現職教員のニーズにも応えるフレキシブルなプログラム

現代社会に適応した外国語能力を養成し、国際関係を担当したり
研究の国際化に対応できるような人材を養成する

日本学・民俗学・中国学・比較文化学など、東アジア地域全体を含む広い視野に立って
研究を深めることができる

ओな授業科

ओな授業科

　私はӳޠ教育について深く学び、よりྑい授業を行え
るӳޠ教һになりたいと考え、本ίースに入学しました。
めٻ教育改革への対応がޠすӳࢦಋ要領が目ࢦ期学習࣍
られている中で、今後の課題に関࿈するཧ論と研究を実
ફとの関わりにおいて学べること、また、ݱ職教һ、ླཱྀ 学
生が在੶し、ҟなるഎܠを持つ人と互いにަྲྀし、多֯
的視点が得られる環境にも魅力を感じました。
　私は、ݱ在、言ޠ力のࠃ際ࢦඪであるC&'R（Ϥーロッ

パ言ڞޠ通ࢀর）をج४として、日ؖの中学校ӳޠ教科ॻのίーパス（ిࢠԽ
データ）を、ޠኮ・文๏等の応用言ޠ学的؍点からൺֱ分ੳする研究に取り組ん
でいます。
　本ίースでのӳޠ教育に特Խしたॆ実したカリキϡラムと͝ࢦಋにより、今
後、目ඪと意ཉをอ持しつつ学業と研究に携わることができると感じています。

����ɹӳڭޠҭઐ৬ίʔεɹ� ঢ࢙ སࡔ

ॴでࢢ在はݱ、を修ྃし（学࢙日本）学研究ίース࢙ྺ　
学ܳһとして勤めています。
　本ίースの特は、実資ྉを用いた実ફ的な学びが得ら
れる点です。Նقのݹ文ॻௐࠪ実習では、事前४උ・ௐࠪ、ใ
行までを院生が中心となって行います。また、Ӭ੨文ץॻࠂ
ྔ、ୗ資ྉは࣭د・をはじめとする熊本大学のॴଂݿ ともに
ॏな資ྉに৮وであり、これらの܈༗な資ྉكめて༏れたۃ
れながら研究することもできます。実資ྉをѻうことは、

大きなとۓுがありますが、ࢴやの࣭感、生々しいաڈのをଊえながら研究
するָしさ、感動は格ผです。
͝、についてࡒや文Խ࢙内֎からྺࢢ、在、仕事の中でݱ　 相ஊ・おい߹わͤいた
だくことが多々ありますが、本ίースで得た知識・ܦ験が大いにཱっており、日々
の仕事にやりがいを感じています。

ίʔεɹฏ��मྃڀݚ学࢙ྺ ೆӜ རૣ

　日本・౦アジア文Խ学研究ίースでは、日本ޠ日本
文学、中ޠࠃ中ࠃ文学、ൺֱ文学、ຽଏ文学などの視点
から、日本や౦アジアの文Խを෯く研究できます。
ࣗ分の専門とする領域だけでなく、ଞの領域の授業も
履修することがՄなため、౦アジア文Խとその中に
ある日本文Խについて、၆ᛌして見ることができます。
　私が研究テーマとしているのは日本近文学、特に
দ本ਗ਼ுの文学についてです。ࢦಋ教һから助言を受

けながら、大学ਤॻؗや研究ࣨなど学内にॴଂされた資ྉにՃえて学֎の
各छ資ྉを活用して、দ本ਗ਼ுの文学にݱれたࠩผの題について研究を
ਐめています。গ人数形ࣜの授業を通して、文学や文Խの研究に必要な知
識と技を、深く学Ϳことができます。

����ɹຊɾ౦ΞδΞจԽ学ڀݚίʔεɹ� ԫ ๎

　Ԥถ文Խ学研究ίースでは、ӳถ、フランス、ドイπの言ޠや文
学、文Խについて研究できます。各分野での授業はもͪΖん、「Ԥ
ถ文Խ論」というオムニバス形ࣜの授業もあり、分野をԣஅして
学べます。私の研究テーマはϢニバーシティ・ϛϡージアムで、
大学がෟଐの博ؗをどのように利用しているのか、スイスと日
本のൺֱをしています。ೋ年࣍にはަཹ学制度を利用しスイ
スのνϡーリッώ大学へཹ学。

　νϡーリッώ大をはじめスイスの大学博ؗをௐࠪしましたが、スイスは科学技術
で༗໊なこともあり、デジタル技術を用いたలࣔがॆ実していました。
　このίースでは、授業やཹ学等を通して様々な価؍に৮れることができ、研究
テーマだけではなく多様ੑやੈ界についても考えを深めることができます。

ԤถจԽ学ڀݚίʔεɹฏ��मྃ େౡ ༟ས

　本ίースは、日本ޠ日本文学、中ޠࠃ中ࠃ文学、ຽଏ学、౦アジアൺֱ文学のいͣれかをૅج的研究領域
とし、それͧれの領域における研究力をᔻ養するίースです。大学で学んだことを౿まえた上で、ڱい
にดじこもらないよう多࠼な内容の授業が用意されており、ࣗ らのテーマにあった研究方๏を学Ϳことが
できます。কདྷ、日本及び౦アジアの๛かな文Խをੈ界に発৴したい人をܴします。

2019年度　日本・౦アジア文Խ学研究ίース長 ণ樹 ݩࡔ
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社会文化科学教育部　ത࢜લ期՝ఔ　教һҰཡ
教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
˞令和2年3月定年退職༧定

๏ɾฆ૪ղܾ学ઐ߈

৬ һ໊ڭ ॴɹଐ ઐ ςʔϚڀݚ

教　授 ҏ౻　༸య 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࢥ࣏ ʮҬ主ٛʯతࢥ考のܥේと現తҙٛにؔする研究

教　授 上　ᚸ※ 本生ਪਐ機構۽ 公共政策学、政࣏学 ଜのιーγϟϧΩϟϐλϧにؔする研究、ਫມපにؔする研究、
コϞϯζなどҬ資ݯอશ政策研究

教　授 㖕ॅ　ٱ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政学 ઓ時期日本の行政、࢙྅制における内部ཧن則の研究

教　授 大ᖒ　博明 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本政࢙ަ֎࣏ 日ਗ਼ઓ૪の研究、ۙ日本の政ؔ܉の研究

教　授 Ԭా　行༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事政策、গ年法ܐ にؔする研究ূݕ等の有ޮੑのࡋ事制ܐ

教　授 Ԭ本　༑ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法、不法行ҝ法 日ถൺֱにͮجく人ଛഛঈの研究

教　授 大日方信य़ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学ૅج、法学ݑ 知తݖ࢈ࡒとݑ法ཧ

教　授 ా　լੈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会อো法 υΠπのՈ政策

教　授 ࠠ　博ত 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法 ࿑ಇࢢ場法制、࿑ಇฆ૪ղܾ、雇用構ங学

教　授 ླ　ܡथ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政࣏ա程 ΠλϦΞ現政࣏

教　授 ԓా　ѥ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸法制࢙ 成ཱ期コϞϯ・ϩーとΧϊϯ法の相ؔޓ

教　授 ֎　݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、ڥ政策 ഇغ・ϦαΠΫϧにؔする経ࡁཧ学త研究

教　授 த内　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法学、࿑ಇܖ 在੶出ؔの法తੳ

教　授 ྛ　　一 大学Ӄ人文社会科学研究部 際機構ࠃ、際ϨδーϜࠃ、際法学ࠃ 、ྗ構ங際ؔࠃ際法とࠃ

教　授 ਂொ　公信 大学Ӄ人文社会科学研究部 際法（ւ༸法）ࠃ ւ༸法のྺ࢙తൃలとւ༸法ཧのಛ࣭

教　授 ਫ元　๛文 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ学、コϛϡχέーγϣϯ学 コϛϡχέーγϣϯ研究

教　授 原　ོ行 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ社会学 社会γスςϜ、ϦϑϨΫςΟϯά・ϓϩηス、έΞ

教　授 ल　　ాࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学、౷త自વ法 自વ法の૯合త研究

教　授 ༿　　ྕྕ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法、ൺֱ法ࠃ֎ ΞδΞॾࠃにおけるฆ૪ղܾ方法のଟ༷化にؔするൺֱ研究

教　授 ٢Ԭ　ӳඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞ経ࠃؖ、ࡁの࢈業ٕज़ֵ৽ ಋମ࢈業からΈたؖࠃ経ࡁのൃలϝΧχζϜにؔする研究

教　授 部　　܆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ政策、Ҭͮくり 文化とޫ؍のҬͮくり、࢈業政策、文化政策研究

।教授 ேాともࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 Ոഛঈ法上のҧ法ੑࠃ

।教授 Ѩ部　༔و 大学Ӄ人文社会科学研究部 際ؔࠃ ྫྷઓ後のϤーϩού҆શอোମ制にؔするཧ研究

।教授 ా　߂߁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法と経ࡁ学、公共経ࡁ学、ϛΫϩ経ࡁ学 経ࡁ学からΈた法、ϧーϧ、および制度

।教授 ੴ原　明ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ฆ૪ղܾ・平和構ங学、݈߁ҩྍ政策 日本におけるฆ૪ղܾ・合ҙܗ成・平和構ங学のཱ֬にؔする研究、
౦日本大ࡂ後のコϛϡχςΟにおける人間ؔの౻と平和構ங

।教授 കᖒ　　࠼ 本生ਪਐ機構۽ ຽ法 の護にؔする問、生৩ิॿҩྍにؔする法తॾ問、χϡーࢠ
δーϥϯυՈ法

।教授 Ԭ本　༸一 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ ৫൜ࡑର策あるいはۙܐ事ཱ法

।教授 Տݑ一 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事手続法、࢈法、ൺֱຽ事手続法およびൺֱ࢈法 所のࡋཧ、各種ຽ事ฆ૪ղܾ手続の構とૅج手続のݐ࠶業ا
ׂ・機のൺֱ法研究

।教授 ᖂ୩　༸平 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 未൜、ΠΪϦスܐ法

।教授 ਡࠤ　ϚϦ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁ法 Χϧςϧن制、スϖΠϯおよびதೆถにおけるڝ૪法制

।教授 ∁　߁ҥ 本生ਪਐ機構۽ 法・会社法 会社法におけるݖ࠴者อ護、தখا業における事業ঝ継

।教授 ℄Ӭ　ୡ࠸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ݖ法学、人ݑ ද現の自༝とݑ法原ཧ、γϯϘϦοΫ・スϐーνの法ཧとҧཱݑ法
৹ࠪ制

।教授 内౻　大ւ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事ૌু法ܐ おとりࠪ、その他ٗ᠕తࠪ手法について

।教授 தౢ　 本生ਪਐ機構۽ 行政法 ମ間࣏ؔと自ࠃ

।教授 原ౡ　ྑ成 本生ਪਐ機構۽ 行政法、自࣏法、ڥ法 行政のઆ明、ٹࡂॿ法、公߁݈ඃิঈ制度

।教授 দӬࢻ೫ඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 際取Ҿ法ࠃ、法ࢲ際ࠃ 際ࠃ際通՟にؔするࠃ、࣏法における当事者自ܖ際ࠃ・法ࢲ際ࠃ
法ࢲ際ࠃおよびのࠃ際取Ҿ法からの研究、தࠃ法およびࢲ

।教授 　　大ี 大学Ӄ人文社会科学研究部 法社会学、法と経ࡁ学 ٻ学తੳ、৽しい経験తੳ方法の୳ࡁ法の経際ؔࠃ

।教授 　ޱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法 会社法と̨̘ 点ࡨ問のަ（業の社会తا̧）

।教授 ܙ૱　ࠜࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 υΠπຽ法におけるܖの成ཱおよび当事者のٛ

।教授 ए৭　ರࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法・ফඅ者法 会社のʮ不७ʯ、ফඅ者取Ҿ

ࢣ　ߨ ా　　Ѫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事ૌু法 ܾޮの主؍తൣғ、ޱ಄หऴ結後のঝ継人にରするطྗの
֦ு

ࢣ　ߨ ౡଜ　ྰ༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࡒ政学、方ࡒ 現Φϥϯμࡒ政

ࢣ　ߨ ⅓ా　ֆඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 ޡࡨ࣭ੑ

ࢣ　ߨ ୩　ਔඒࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 制֓ࡋ೦、૽Ի（৽װઢ・෩ྗൃి）

߈社会人ؒ学ઐݱ

文化学ઐ߈

৬ һ໊ڭ ॴɹଐ ઐ ςʔϚڀݚ

教　授 ৽Ҫ　ӳӬ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸ۙ現ࢥ࢙ %・ )・ ϩ Ϩ ϯ ス と Ϟ μ χ ζ Ϝ ࢥ 

教　授 ҏ౻　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ明ਗ਼社会経࢙ࡁ தੈۙࠃの社会త結合とො制度にؔする研究

教　授 Ҵ༿　継ཅ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本தੈ࢙ ۙੈ日本社会ܗ成࢙の研究（ઓࠃ期）

教　授 大　ཾߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦス文学 ӳࠃখઆ、%JHJUBM )VNBOJUJFT、ӳ文学とΩϦスτ教、文学൷ධ

教　授 Ԯ　蔵平※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπޠ学 υΠπ࢙ޠ、υΠπ࢙ޠత౷ޠ

教　授 খാ　ݾ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞઌ࢙学、২考ݹ学 ѹࠟϨϓϦΧ法によるॳ期ഓ২・ઌ࢙時の生༷ࣜ׆

教　授 ંా　　ॆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育学、৺ཧޠݴ学 ޮ果తなӳޠޠኮ指ಋ法、ӳޠ৺内ࣙ書の࠶構ங・変༰

教　授 下　ঘࢠ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ೆౡ考ݹ学 ౦ΞδΞにおけるަқの研究・۩研究

教　授 元　ః۾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学・தੈӳ文学 தੈࢻ人νϣーαー及びதੈϩϚϯスの研究

教　授 ᜊ౻　　༃ 大学教育౷ׅཧӡ営機構 18・1� のӳ文学لੈ ӳ文学及びΞϯάϩ・ΞΠϦογϡ文学

教　授 ᴳ　　Ғ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ文学、日தൺֱ文学 ๛ࢠℎにؔするൺֱ文学研究、தࠃにおける༸ඒज़の受༰と日本

教　授 　　ඒࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞൺֱ文学、ൺֱ文化 ؖதൺֱ文学、日தؖൺֱ文化及びݴ༿

教　授 ᖛా　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 16 ϑϥϯス文学لੈ 16 日本文化のϑϥϯスにお、࢙とྺࢻ後ϑϥϯスにおけるلੈ
ける受༰

教　授 ϋϯηϯ , έϦー 大学Ӄ社会文化科学研究部 日本ۙ現文学 明࣏文学、δΣϯμー研究、日本өը

教　授 下　　పࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ஊ・δϟϯϧੳ、Ԡ用コーύスޠݴ学、ϥΠςΟϯά・
ϦーσΟϯά指ಋをத৺としたޠݴ教育

認知త・社会文化తΞϓϩーνによるஊ研究、コーύスޠݴ学を
Ԡ用したޠݴ教育、学習者の自ੑ・ϝλ認知తྗ・自ײྗޮݾ
を育成する自ݾௐ学習

教　授 ࡞下　༟ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ຽଏ学 現社会におけるຽଏ学の実践ੑにؔする研究

大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育、教һ教育（教һྗ։ൃ）、コϛϡχέーγϣ
ϯ方法、࣭తௐࠪ方法

5FBDIFS %FWFMPQNFOU 'SBNFXPSLT, 5FBDIFS 3FTFBDI JO UIF 
$MBTTSPPN, PFEBHPHJDBM -FBSOJOH 5IFPSJFT, 5FBDIFS #FMJFGT

教　授 ཱུ　　੩՚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தۙࠃ現文学・ޠݴ文化、日本ۙ文学、日தൺֱ
文学 ౡ࡚౻ଜと金がදする日த間のۙ課にؔするൺֱ研究

৬ һ໊ڭ ॴɹଐ ઐ ςʔϚڀݚ

教　授 ࣛౢ　　༸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、࢈業Ҭ 業ཱとҬ構にؔするཧ学త研究࢈

教　授 উ　ాܚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会・文化人ྨ学、ΞϑϦΧ文化研究 ౦ΞϑϦΧのफ教・ّྱ、現社会におけるとଏ研究

教　授 児ۄ　　望 大学Ӄ人文社会科学研究部 研究ޠݴ学、ೆΞδΞޠݴ քදࣔڥઢௐによるӆ構ۂ

教　授 γϯδϧτ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会人ྨ学、内ΞδΞのຽࢽ 現ச社会における自વ؍と集ஂ؍のಈଶ

教　授 内　　༟ 大学Ӄ人文社会科学研究部 書学、ϔϒϥΠࢥ ϔϒϥΠޠ書の文ݙ学తऍٛおよびࢥ࢙త研究

教　授 ాத　๎߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ཧ学、Ԡ用ྙཧ学ྙൣن ཧ学ཧ、Ϗδωスྙཧ、専職ྙཧྙൣن

教　授 本　　বࣉ 大学Ӄ人文社会科学研究部 知֮৺ཧ学、認知ਆ経科学 ҟ種֮ײใ౷合、ମ֮ײ、共ײ、όーνϟϧϦΞϦςΟ

教　授 த　ً 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩྍ社会学、社会学方法 อ݈ҩྍ・ࢱをରとする社会学త研究

教　授 　ް࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ըܭ社会学、Ҭ社会学、Ҭڥ Ҭ社会におけるڥの利用とอશܭըにؔする社会学త研究

教　授 দӜ　༤介 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化社会学、ࠃ際社会学 記Աの社会学、文化によるҬ

教　授 ਫ元　๛文 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ学、コϛϡχέーγϣϯ学 コϛϡχέーγϣϯ研究

教　授 本　　ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ社会学、社会ௐࠪ、社会・Ҭ問 աૄࢁଜ問の社会学、方ࢢの社会学

।教授 志ح　ాؠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ経営・ൺֱ社会 日த社会の行ಈ原ཧと行ಈ༷ࣜ

।教授 大⁋　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 学 学、ޠݴ学

।教授 ࢻַ　౻ࠤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝλྙཧ学、Ԡ用ྙཧ学 ϝλྙཧ学、生໋ྙཧ学

।教授 ਿ本　༟࢘ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ਫ਼ਆੳのԠ用త研究 ਂ৺ཧ学త日本人および൜ࡑ৺ཧ

।教授 ଟా　ޫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会問、現社会、社会ཧ 現社会の構成と問にؔする研究

।教授 ཱՖ　࢘ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΪϦγΞ学、ྙཧ学ݹ ಙྙཧ学およびਆ経ྙཧ学

।教授 　ཬ৫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会৺ཧ学、認知ൃୡ৺ཧ学 自֓ݾ೦のൃୡ、ϝϯλϧϔϧス、ѪணスλΠϧとཆ育ڥ

।教授 平　ॱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 コϛϡχέーγϣϯ 修ࣙ学、ϙϦςΟΧϧ・ϨτϦοΫ

।教授 ҆ଜ　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ認知ਆ経科学、臨চਆ経生ཧ学 行機のൃୡత変化、ൃୡো、ҙܾࢥ定、機ܭଌ

।教授 ถౡສ有ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩ学・݈߁ཧ学、ڥཧ学、ཧใ科学 գഔ介ੑײછϦスΫのཧ学త研究

।教授 ล　 大学Ӄ人文社会科学研究部 現தࠃ 現தࠃの政࣏・行政վֵ

ϥスΧスΩーɼ
ςϦー

γ χ Ξ
教　 授

26 27



人 ɾؒ社会科学ઐ߈
公共政策学ྖҬ
法学ྖҬ
ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ
ઌྙཧ学ྖҬ
ϑΟーϧυϦαーνྖҬ
認知学・৺ཧ学ྖҬ

ӳޠ教授学ྖҬ
学ྖҬ࢙ྺ
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ
Ԥถ文化学ྖҬ

文化学ઐ߈

തظޙ࢜՝ఔ
        

人間・社会科学専攻は、ެ ަ、学、๏学ࡦڞ বฆ૪ղܾ学、先ྙཧ学、フィールドリサーν及
び認知学・心ཧ学の各領域に関して、最先の学ਫ४にͮجく高度な研究を行する研究
者をࢤす人、及び学術知と実ફ知の༥߹により地域においてまたࠃ際的に活༂できる高度専門
職業人をめ͟す人をٻめます。
̍ɽެڞࡦ学領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人
̎ɽ๏学領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人
̏ɽަবฆ૪ղܾ学領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人
̐ɽ先ྙཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人
̑ɽフィールドリサーν領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人
̒ɽ認知学・心ཧ学領域において研究者および高度専門職業人をめ͟す人

ΞυϛογϣϯϙϦγʔ
˙ਓ ɾؒࣾ ձՊ学ઐ߈

文Խ学専攻は、ྺ 、と文学のॾ領域においてޠ学、ຽଏ学、日本・౦アジア・Ԥถの言ݹ学、考࢙
文Խ的ॾ課題に関するཱࣗ的な研究活動を行することのできる、๛かな学識をج൫とした、
より高度な研究力、専門ੑ、応用力を育Ήことを目ඪとします。Ҏ上のような؍点から、本専
攻は࣍のような人をٻめます。
̍ɽӳޠ教授学領域ɿ応用言ޠ学、ୈೋ言ޠ習得論、教育方๏論等の最新のཧ論的組み・研究

成果を൷的に考究し、ݱ在のӳޠ教育が抱えるཧ論的・実ફ的課題への応用をਤり、研究
者および高度専門職業人をめ͟す人

̎ɽྺ࢙学領域ɿ高度の専門的学力をにつけ、研究機関において学術の発లにد༩すること
をめ͟す人、また博ؗや࣏ࣗ体等において文Խ行業務の࣭的上をめ͟す人

̏ɽ日本・౦アジア文Խ学領域ɿ日本と౦アジアのຽଏ文Խ、言ޠ、文ܳそれͧれに関する研究
を深めるとともに、౦アジアの文Խશൠにわたる知見をにつけ、各専門分野の研究者お
よび高度専門職業人をめ͟す人

̐ɽԤถ文Խ学領域ɿӳถޠ学・文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学の各専門分野にお
ける研究者および高度専門職業人をめ͟す人

˙จԽ学ઐ߈

社会文化科学教育部　ത࢜લ期՝ఔ　教һҰཡ

৬ һ໊ڭ ॴɹଐ ઐ ςʔϚڀݚ

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΧϦΩϡϥϜ・教ࡐ։ൃ、第二ޠݴ習得、研究方法、
౷ܭ学、৺ཧଌ定法

PTZDIPNFUSJDT, 4FDPOE -BOHVBHF "DRVJTJUJPO, &YQMJDJU BOE　
*NQMJDJU ,OPXMFEHF, -FBSOFS "VUPOPNZ, -FBSOJOH 4UZMFT, -FBSOJOH 
4USBUFHJFT, -FBSOFS "OYJFUZ

।教授 ݾ　խࢢ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ学 ϑϥϯスޠ学、ಛに現ϑϥϯスޠのಈܗࢺ・名ಈࢺ・名۟ࢺの
指ࣔと照Ԡ

।教授 Ҫ上　ࢠڿ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϙーϥϯυݍޠをத৺としたத・౦Ԥ文学 άμϯスΫγϩϯスΫ方など、چυΠπྖにあたるࢢ・Ҭ
出の࡞Ո（Ҡຽ࡞Ոを含む）によͬて書かれたϙーϥϯυޠ文学

।教授 Ҫ原　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 学ޠݴ ۙϤーϩούにおけるࢥޠݴ࢙研究

।教授 ଜ　थࠓ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本ۙੈ࢙・࢙ۙ 日本ۙੈのྖ主制とҬ社会、明࣏ҡ৽期の社会経࢙ࡁ研究

।教授 　࡚ؠ 記೦館ߴޒ ঝ文化࢙、博館学 ใ社会における文化ྲྀ通のຽଏ学త研究

।教授 ยܓ　ࢁາ 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得研究、Ի学、৺ཧޠݴ学 第二ޠݴ学習者の知֮ൃୡ研究

।教授 খྛ　　ߊ 大学Ӄ人文社会科学研究部 前ۙதࠃ政࢙࣏ 前ۙதࠃにおける政࢙࣏の研究

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ教授法 教育、教育方法ޠとしてのϑϥϯスޠࠃ֎、科学ޠݴ

।教授 元　ণथࡔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 	 খઆ・൷ධ 
 ۙ日本のࢥ文化とද現࢙にؔする研究

।教授 ت߂　ළࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ社会経࢙ࡁ ύϒϦοΫ・Τコϊϛー、࢙ڥࢢ

।教授 ਿҪ　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本考ݹ学 原ݹ・࢝生༷ࣜ׆研究

।教授 ླ　ܒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙ日本ࢥ࢙ 明࣏期の日本φγϣφϦζϜ

।教授 ླ　೭ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学、ϚϯΨ文化研究 ಄ঝ・ϚϯΨ文化にؔするຽଏ学త研究ޱ

।教授 ؘੴ　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπ文学 υΠπ 1�・20 文学لੈ

।教授 Ӭඌ　　ޛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ文学 ΟϦΞϜ・ϑΥーΫφーをத৺とする 20 ΞϝϦΧೆ部文学لੈ
研究

।教授 த　ॱࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦスۙੈ࢙ ΠΪϦスۙੈ社会࢙（φγϣφϧ・ΞΠσϯςΟςΟ、Ҡຽ受༰、
ϩϯυϯ࢙研究）

।教授 　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱࢥ࢙、υΠπ学 υΠπݍޠの文学・ޠ学・文化（࢙）、生໋・ҩྍྙཧ

।教授 ാ　ѥࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 20 ϑϥϯス文学لੈ ΞϯυϨ・Ϛϧϩー研究

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπޠ教授法 υΠπޠ教授法、༁研究、21 ࡁ場経ࢢのلੈ

।教授 দԬ　࢙ߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ॳ期ۙӳࠃ演ܶ γΣΠΫスϐΞをはじめとするΤϦβϕスே・スςϡΞーτே演ܶ
とその文化എܠの研究

।教授 ᖒ　　७ࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現࢙ ນ末ҡ৽࢙研究（ಛに政࣏社会࢙の研究）

।教授 ໜ　ढ़৳ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（現日本ޠの文法・ޠኮ） 現日本ޠの文法・ޠኮ・ޠ法研究ɼコーύスを用いた日本ޠ研究 

।教授 ෑ　信 大学Ӄ人文社会科学研究部 தݹࠃయ文学（ே・খઆ） খઆとफ教文化のؔりについて

।教授 明ܒ　ߴ҆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙੈ࢙ 法制度の研究࢘ນށߐ

।教授 ※ੵ　　ాࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπ文学、ܳज़学 ϊϰΝーϦスのஅষಡղ、ۙにおけるෳ数のʻࢹʼの制度ʕ෩ܠ
をめ͙ͬて

ࢣ　ߨ தౡ　　ོ 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπ文学、ࢥ࢙ ϋϯス・ΤーϯϦώ・ϊαοΫ、ϚϧςΟϯ・ϰΝϧαー、ーϰΣ
ϯ・Ϥーϯκϯ等

αΨζɼϛγΣϧ

όΞーɼτϏΞス

ϔϧπΥーΫɼ
Τーϕϧϋϧτ

文化学ઐ߈

ΞΠζϚϯΨーɼ
ΠΞϯ
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๏学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

2019年度　๏学領域長 ɹलాࢁ

ݪྫ分ੳ、పఈした、論的考ࡦ討、๏ݕ๏とのൺֱࠃ֎、するछ々の課題についてى社会に生ݱ
యߨಡなどを通して、各छ課題に対応しうる๏ཧ論のߏஙを目ࢦした教育・研究を行います。

　զがࠃの๏生活のݱ実をよりแׅ的かつेશにཧղすることがՄとなるよう、
、実定๏各領域における実務の動きを౿まえるのは論のこと（際๏ࠃ内๏及びࠃ）
。いますئするための力を払われるようから൷的に๏的題を考ݯにそのࠜߋ
そのために各ԋ習ではൺֱ๏的考やൺֱࢥ的考、ޠ文ݙ及び֎ޠࠃ文ݙのਫ਼
ಡを行います。࿑をԀわ͵こうした取組みを通して、๏学領域で期されるૅج力
だけでなく、そのଞの領域においても通用する高い力をにけることができるで
しΐう。ڞに᛭ୖຏしましΐう。

「͋ͳたのظにԠ͑Δɺॆ࣮した大学Ӄ」修ྃ生の

　わたくしは、๏学（特に、ࣗ વ๏論）を研究しております。
　ࣗવ๏論のݖҖである先生が熊本大学におられることから、໊ から行高バスで通うことをܾ意し、౷あݹ
る熊本大学の門をたたきました。
　大学院でのߨ ・ٛԋ習ࢦಋは、期Ҏ上のものでした。֎ࠃ文ݙのਫ਼ີなಡղ、学にのͧΉଶ度、๏を学すると
はいったいどういうことかなどなど、どれも先生方の心な直のࢦಋがなけれ学べるものではありまͤん。
　先生方の心なࢦಋのおか͛で、たのしく、ॆ 実した研究生活がૹれただけでなく、౦ւ地方にて大学教һとして
の職を得ることができ、研究そして教育にॆ実した日々をおくっております。
　๏をそのࠜݯから൷的にい直し、人間ଘ在そして人間ଘ在の社会的Ӧみをその最Ԟまで୳ٻしたい方は、ͥ ͻ、
熊本大学のࣗવ๛かなキャンパスで研究生活をおくってみまͤんか。きっと、あなたの期に応えてくれるはͣです。

๏学ྖҬɹฏ��मྃ ฏख ࣏ݡ

学ྖҬࡦڞެ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

時とそのࡦ課題を的֬にଊえ、これに対してグローカルな視野とより高度なཧ論研究を通して応え
ることのできる、ࠃ際的に通用するࡦ研究者やࡦプロフェッショナルの養成を目ࢦした教育・研究を
行います。

ࢦಋ、論文ࢦ学等を専門とした教һが研究ࡁܦ、学࣏領域では、行学、ࡦڞެ　
ಋにあたります。博士論文は、֘分野での学術的ݙߩや独ੑがわれる、大มݫ
しいものです。論文はݪଇとしてެ開されることにもなっていますので、多くの専門
家の目にも৮れることになります。したがって、論文のࣥචには強い意ཉと֮ޛを持っ
てྟΉことがٻめられます。૾Ҏ上にݫしいこともあるかもしれまͤんが、もͪΖ
んۤしいことかりではなく、ࣗ ཱした研究者として、学術のੈ界でԿがしかݙߩで
きることは大きなتびをもたらしてくれます。教һ、スタッフ、օで応援しています。

在学生の

2019年度　ެڞࡦ学領域長 ҏ౻ ༸య

খྛ ՚子
　熊本大学大学院のެڞࡦ学領域の魅力は、Կといっても教授ਞの学領域の多様ੑにあります。「ެڞ
学、社会学はじめ、様々な分野をࡁܦ、学、行学࣏にわたっており、ذと言ってもそのѻうॾ課題は多「ࡦ
専門にされている教授ਞがଗっているので、ࣗ らの関心事と研究視点に応じて様々な֯度から研究をਐめる
ことができます。ただ、その多様ੑがΏえにࣗ分の研究課題についてखとりとりは教えてはくれまͤん。
෯い先生方からの知見を得て、ࣗ らで研究を深めていかねなりまͤんが、その分、ࣗ ओੑがॏんじられた
研究ができます。
　また、私の様に社会人入学している学生も多く、それͧれがطに社会の中で実ફ的に活༂している人たͪと
学や研究を通してަྲྀできるのも魅力です。

����ɹެڞࡦ学ྖҬɹ�

「ଟ࠼ͳ学ྖҬͱࣗओతͳڀݚ」

教һҰཡ

教һҰཡ

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。
˞令和2年3月定年退職༧定

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。˞令和2年3月定年退職༧定

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ҏ౻　༸య 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࢥ࣏ ʮҬ主ٛʯతࢥ考のܥේと現తҙٛにؔする研究

教　授 上　ᚸ※ 本生ਪਐ機構۽ 公共政策学、政࣏学 ଜのιーγϟϧΩϟϐλϧにؔする研究、ਫມපにؔする研究、
コϞϯζなどҬ資ݯอશ政策研究

教　授 㖕ॅ　ٱ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政学 ઓ時期日本の行政、࢙྅制における内部ཧن則の研究

教　授 大ᖒ　博明 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本政࢙ަ֎࣏ 日ਗ਼ઓ૪の研究、ۙ日本の政ؔ܉の研究

教　授 ླ　ܡथ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政࣏ա程 ΠλϦΞ現政࣏

教　授 ֎　݈一 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、ڥ政策 ഇغ・ϦαΠΫϧにؔする経ࡁཧ学త研究

教　授 ٢Ԭ　ӳඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞ経ࠃؖ、ࡁの࢈業ٕज़ֵ৽ ಋମ࢈業からΈたؖࠃ経ࡁのൃలϝΧχζϜにؔする研究

教　授 部　　܆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ政策、Ҭͮくり 文化とޫ؍のҬͮくり、࢈業政策、文化政策研究

।教授 Ѩ部　༔و 大学Ӄ人文社会科学研究部 際ؔࠃ ྫྷઓ後のϤーϩού҆શอোମ制にؔするཧ研究

।教授 ా　߂߁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法と経ࡁ学、公共経ࡁ学、ϛΫϩ経ࡁ学 経ࡁ学からΈた法、ϧーϧ、および制度

ࢣ　ߨ ౡଜ　ྰ༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 政ࡒ政学、方ࡒ 現Φϥϯμࡒ政

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 Ԭా　行༤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事政策、গ年法ܐ にؔする研究ূݕ等の有ޮੑのࡋ事制ܐ

教　授 大日方信य़ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学ૅج、法学ݑ 知తݖ࢈ࡒとݑ法ཧ

教　授 ా　լੈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会อো法 υΠπのՈ政策

教　授 ԓా　ѥ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸法制࢙ 成ཱ期コϞϯ・ϩーとΧϊϯ法の相ؔޓ

教　授 த内　　 大学Ӄ人文社会科学研究部 ࿑ಇ法学、࿑ಇܖ 在੶出ؔの法తੳ

教　授 ྛ　　一 大学Ӄ人文社会科学研究部 際機構ࠃ、際ϨδーϜࠃ、際法学ࠃ 、ྗ構ங際ؔࠃ際法とࠃ

教　授 ਂொ　公信 大学Ӄ人文社会科学研究部 際法（ւ༸法）ࠃ ւ༸法のྺ࢙తൃలとւ༸法ཧのಛ࣭

教　授 ल　　ాࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法学、౷త自વ法 自વ法の૯合త研究

教　授 ༿　　ྕྕ 大学Ӄ人文社会科学研究部 法、ൺֱ法ࠃ֎ ΞδΞॾࠃにおけるฆ૪ղܾ方法のଟ༷化にؔするൺֱ研究

।教授 ேాともࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 行政法 Ոഛঈ法上のҧ法ੑࠃ

।教授 കᖒ　࠼ 本生ਪਐ機構۽ ຽ法 の護にؔする問、生৩ิॿҩྍにؔする法తॾ問、χϡーࢠ
δーϥϯυՈ法

।教授 Տݑ一 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事手続法、࢈法、ൺֱຽ事手続法およびൺֱ࢈法 所のࡋཧ、各種ຽ事ฆ૪ղܾ手続の構とૅج手続のݐ࠶業ا
ׂ・機のൺֱ法研究

।教授 ᖂ୩　༸平 大学Ӄ人文社会科学研究部 法ܐ 未൜、ΠΪϦスܐ法

।教授 ਡࠤ　ϚϦ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁ法 Χϧςϧن制、スϖΠϯおよびதೆถにおけるڝ૪法制

।教授 ℄Ӭ　ୡ࠸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ݖ法学、人ݑ ද現の自༝とݑ法原ཧ、γϯϘϦοΫ・スϐーνの法ཧとҧཱݑ法
৹ࠪ制

।教授 内౻　大ւ 大学Ӄ人文社会科学研究部 事ૌু法ܐ おとりࠪ、その他ٗ᠕తࠪ手法について

।教授 தౢ　 本生ਪਐ機構۽ 行政法 ମ間࣏ؔと自ࠃ

।教授 দӬࢻ೫ඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 際取Ҿ法ࠃ、法ࢲ際ࠃ 際ࠃ際通՟にؔするࠃ、࣏法における当事者自ܖ際ࠃ・法ࢲ際ࠃ
法ࢲ際ࠃおよびのࠃ際取Ҿ法からの研究、தࠃ法およびࢲ

।教授 　ޱࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 会社法 会社法と̨̧̘（ا業の社会త）問のަࡨ点

।教授 ܙ૱　ࠜࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 υΠπຽ法におけるܖの成ཱおよび当事者のٛ

ࢣ　ߨ ా　　Ѫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ事ૌু法 ܾޮの主؍తൣғ、ޱ಄หऴ結後のঝ継人にରするطྗの
֦ு

ࢣ　ߨ ⅓ా　ֆඒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 ޡࡨ࣭ੑ

ࢣ　ߨ ୩　ਔඒࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽ法 制֓ࡋ೦、૽Ի（৽װઢ・෩ྗൃి）
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在学生の 「ڥҙཉを高ΊΔ恵まれたڀݚ」

先端ྙཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

等に関わるྙཧ的ॾ題なม容の中で生じた生໋、環境、ใ、また人間関ٸ社会と科学技術のݱ
を、ݱঢ়分ੳとૅجཧ論との౷߹を୳りながら教育・研究します。

　先ྙཧ学領域ではओとして、応用ྙཧ学領域の題܈を研究対としています。
その特としては、ཧ論と実ફのバランスをとること、またௐࠪ研究などのੵۃ的ಋ
入などが͛ڍられます。常に೦಄にஔいているのは、必要な文ݙをಡղする力や博
士論文をࣥචするための文ষ力、研究発දなどを通じたίϛϡニケーション力の
上です。生໋ྙཧ、環境ྙཧ、ྟ চྙཧ、Ϗジネスྙཧ、ਆྙܦཧ等については特に
力点をஔいており、ケーススタディとディスカッションを通じて、より深く研究をਐ
めています。

2019年度　先ྙཧ学領域長 ాத ๎߂

　本教育部では、先生方をはじめܦ験๛で෯い年ྸの院生たͪとの討論や、互いの研究についての
意見ަなどを通して、ҟなる分野の知識や多様な価؍に৮れることができます。また、学֎のߨ師を
টいてのߨԋ会や研究会など、وॏな学びを得る機会が多く、非常にܙまれた研究環境にあると感じてい
ます。
　社会人学生として仕事と研究の両ཱは大มなこともありますが、先生方のஸೡな͝ࢦಋとཧղに助けら
れ、研究をਐめることができています。また、院生ಉ士で研究のみやتびをڞ༗し、刺激し߹えることも
研究意ཉにܨがっています。社会人大学院教育支援ηンターおよび事務の方々のなサϙートもあり、
学べることにتびを感じながらॆ実した学生生活をૹっています。

����ɹ先端ྙཧ学ྖҬɹ� ߐ॔ ຊࡔ

ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

ίϛϡニケーション論、ަ ব論、ฆ૪ղܾ論などの視点から、題事 ・ྫަ ব事 ・ྫฆ૪事ྫの分ੳをॏね
ながら、ަ বによるฆ૪ղܾと߹意形成のཧ論と技๏について教育・研究します。

　ަবฆ૪ղܾ学領域では、日本でॳ・།一のฆ૪ղܾ学の大学院プログラムをఏڙ
しています。ݸ人間、ݸ人と組৫間、組৫・ू ஂ間、ࠃ家間、あるいは、その内部におい
ても、ฆ૪・౻・対ཱは日々、様々なϨϕルで生じています。これらॾ々のίンフリ
クトをղ ・ܾղফし、平のग़に取り組Ήため、最新の研究成果にͮجくཧ論と技
๏を学Ϳこと、専門家として各々のݱで学びを生かした実ફに取り組Ήこと、そし
て、研究者としてฆ૪ղܾ学の新たな地平をりいていくことにڞに取り組んでま
いりましΐう。

2019年度　ަবฆ૪ղܾ学領域長 ߦོ ݪ

「ຊで།Ұのฆ૪ղܾ学の大学Ӄでത࢜߸をࢦしͯΈまͤΜ͔ʁ」修ྃ生の

　私がこのަবฆ૪ղܾ学領域での学びを修ྃして、ૣ ̑年ͪܦました。在学中は、住ډの近ྡや仕事に関࿈し
たトラϒル、ઓ૪にࢸるまで、学術的に様々な視点からίンフリクトを考える機会を得ることができました。ま
た、様々な職छや年ྸの学生がθϛにࢀՃしているため、そこで行われるディスカッションもوॏなใަの
となりました。在学中にҹにっていることは、ࣗ 分がݱ在抱えているίンフリクト事ྫを持ͪدるԋ習
があり、そこでࣗ分およびଞ者の言動や行動をཧ論的に分ੳすることで題が໌֬となり、目からྡྷがམͪるよ
うなスッキリとした感֮をຯわえたことです。
在も、近なίンフリクトにんだ時など、lཧ論的に分ੳするとʁݱ　 zと考えるࣗ分がいます。この領域での
学びによって、多໘的な事の見方やࢥ考の必要ੑを࠶認識さͤていただけたことに、今でも感ँしています。

ަবฆ૪ղܾ学ྖҬɹฏ��मྃ ງ 子

教һҰཡ 教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ਫ元　๛文 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝσΟΞ学、コϛϡχέーγϣϯ学 コϛϡχέーγϣϯ研究

教　授 原　ོ行 大学Ӄ人文社会科学研究部 臨চ社会学 社会γスςϜ、ϦϑϨΫςΟϯά・ϓϩηス、έΞ

।教授 ੴ原　明ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ฆ૪ղܾ・平和構ங学、݈߁ҩྍ政策 日本におけるฆ૪ղܾ・合ҙܗ成・平和構ங学のཱ֬にؔする研究、
౦日本大ࡂ後のコϛϡχςΟにおける人間ؔの౻と平和構ங

।教授 平　ॱ 大学Ӄ人文社会科学研究部 コϛϡχέーγϣϯ 修ࣙ学、ϙϦςΟΧϧ・ϨτϦοΫ

।教授 　　大ี 大学Ӄ人文社会科学研究部 法社会学、法と経ࡁ学 ٻ学తੳ、৽しい経験తੳ方法の୳ࡁ法の経際ؔࠃ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ాத　๎߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ཧ学、Ԡ用ྙཧ学ྙൣن ཧ学ཧ、Ϗδωスྙཧ、専職ྙཧྙൣن

教　授 த　ً 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩྍ社会学、社会学方法 อ݈ҩྍ・ࢱをରとする社会学త研究

।教授 ࢻַ　౻ࠤ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϝλྙཧ学、Ԡ用ྙཧ学 ϝλྙཧ学、生໋ྙཧ学

।教授 ཱՖ　࢘ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΪϦγΞ学、ྙཧ学ݹ ಙྙཧ学およびਆ経ྙཧ学

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。
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ೝ知学ɾ৺ཧ学ྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

科学技術の高度Խや社会システムのෳࡶԽにい人間に関わる様々な題が生じています。このような
題に対して߹ཧ的・؍٬的に取り組Ή方๏を学的・心ཧ学的視点から教育・研究します。

　行動をࢦඪとする実験心ཧ学のख๏あるいはਆܦ科学のख๏ɼときにはバーνャ
ル・リアリティなど最新の学技術を用いてɼ感֮ɼ知֮ɼ認知ɼهԱɼ意ɼ言ޠなど
します。人の生֔発ୡにおける心のՄ઼ੑのղ໌にもࢦの認知ա程のղ໌を目ٛ
力を入れておりɼࢠどもの認知発ୡから高ྸ者の認知機ҡ持のための研究にࢸるま
でɼ多くの研究がਐ行しています。文学系の΄かにɼ教育系ɼܳ 術系ɼ学系ɼҩ学系
ग़の方もܴします。ৄしくはɼ୲教һのϗームϖージを͝ཡԼさい。

2019年度　認知学・心ཧ学領域長 ຊɹবࣉ

在学生の

　私は、これまで࡞業ྍ๏士としてප院に勤務しながら、研究ࣨで「ӡ動イメージ」をテーマに研究をਐめ
てきました。ݱ在は、ҩྍ系の大学で教һとして勤務しながら、高ྸ者のӡ動イメージ力について認知、ӡ
動機もؚめて日々研究をしています。社会文Խ科学教育部は、社会人大学生にも対応できるサϙート体制
にあり、ಇきながら研究をਐめることができる環境にあるとࢥいます。また、認知学・心ཧ学領域は先生方
や大学院生もؚめて、෯い内容の研究をしています。さらに、私とಉじようにಇきながら研究をਐめている
院生も多く、様々な視点より意見をもらうことができ、ָ しく、より深く研究をすることができています。

����ɹೝ知学ɾ৺ཧ学ྖҬɹ� খख ߞฏ

「ӡಈを༧ଌ͢Δྗにͭいͯɺೝ৺ཧ学のཱ͔Βڀݚしͯいま͢」修ྃ生の

ϑΟʔϧυϦαʔνྖҬɹฏ��मྃ দຊ وจ

ϑΟʔϧυϦαʔνྖҬ 人 ɾؒ社会科学ઐ߈

社会学、地域社会学、文Խ人ྨ学、言ޠ学、地ཧ学などの学分野においてཱ֬されてきたフィールド
リサーνの方๏論にͮجき、また、ཧ論的にはൺֱ文学をแઁしながら、ࠃ内֎のݱ社会の動ଶを多ݩ
的に教育・研究するための専門領域です。

　フィールドリサーν領域では、ݱ社会においてݦ在Խあるいはજ在Խしているさ
ま͟まなݱを、その「フィールド」から୳ٻしていくことがٻめられています。

「フィールド」ではさま͟まのݱがॏԽし、相互に深い関࿈ੑを持っている߹
が一ൠであり、視点（専門領域）のҧいによって、見えてくるものがҟなるのはۃࢸ
વでしΐう。領域では、特定の専門領域のみならͣそのपล領域での見方・考え方
も学修できますので、ݱをよりくかつ深い視野をもって考究することがՄとな
る教育・研究環境をえています。

2019年度　フィールドリサーν領域長 ࣛౢ ༸

「ϑΟʔϧυ͔Β༙͖ग़Δ՝にଟ֯తͳࢹ͔ΒΞϓϩʔν͢Δ」

　私の大学院生時の研究テーマは、ݱࢁଜにおける住ຽ生活のม容と地域社会のߏ࠶ஙա程との関
を໌らかにすることでした。私は、こうした題を考える際には、୯に಄で考えるだけではなく、実際の地域
住ຽのらしを୮೦にղ໌する࡞業がܽかͤないと感じ、भを中心とするいくつかのフィールドௐࠪをも
とに博士論文をまとめました。その際のݱでのܦ験は、ݱ在の大学教һとしての仕事に研究・教育の両໘で
活かされています。
業でしたが、Ը師をはじめとする多数の先生方の心な͝࡞なࠔいฦしてみると、論文のࣥචは本にࢥ　
支援・͝ ཱྀླ、ಋのおか͛でやり͛ることができました。それだけでなくࢦ 学生や社会人院生をؚΉ研究ࣨの
仲間とのٞ論も、ੈ やࠃ੶をえた多様な視点に৮れる機会となり、研究を行する際の大きな助けとなり
ました。その意ຯで、ݱから༙きग़る題に、多֯的な視点からアプローνする力をにつけられるであ
ることが、フィールドリサーν領域のԿよりの魅力であると感じます。

教һҰཡ 教һҰཡ
教һについては令和元年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、
変ߋになるՄੑがあります。

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ࣛౢ　　༸ 大学Ӄ人文社会科学研究部 経ࡁཧ学、࢈業Ҭ 業ཱとҬ構にؔするཧ学త研究࢈

教　授 উ　ాܚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会・文化人ྨ学、ΞϑϦΧ文化研究 ౦ΞϑϦΧのफ教・ّྱ、現社会におけるとଏ研究

教　授 児ۄ　　望 大学Ӄ人文社会科学研究部 研究ޠݴ学、ೆΞδΞޠݴ քදࣔڥઢௐによるӆ構ۂ

教　授 γϯδϧτ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会人ྨ学、内ΞδΞのຽࢽ 現ச社会における自વ؍と集ஂ؍のಈଶ

教　授 内　　༟ 大学Ӄ人文社会科学研究部 書学、ϔϒϥΠࢥ ϔϒϥΠޠ書の文ݙ学తऍٛおよびࢥ࢙త研究

教　授 　ް࢙ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ըܭ社会学、Ҭ社会学、Ҭڥ Ҭ社会におけるڥの利用とอશܭըにؔする社会学త研究

教　授 দӜ　༤介 大学Ӄ人文社会科学研究部 文化社会学、ࠃ際社会学 記Աの社会学、文化によるҬ

教　授 本　　ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 Ҭ社会学、社会ௐࠪ、社会・Ҭ問 աૄࢁଜ問の社会学、方ࢢの社会学

।教授 ଟా　ޫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会問、現社会、社会ཧ 現社会の構成と問にؔする研究

।教授 ถౡສ有ࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ҩ学・݈߁ཧ学、ڥཧ学、ཧใ科学 գഔ介ੑײછϦスΫのཧ学త研究

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 本　　বࣉ 大学Ӄ人文社会科学研究部 知֮৺ཧ学、認知ਆ経科学 ҟ種֮ײใ౷合、ମ֮ײ、共ײ、όーνϟϧϦΞϦςΟ

।教授 　ཬ৫ 大学Ӄ人文社会科学研究部 社会৺ཧ学、認知ൃୡ৺ཧ学 自֓ݾ೦のൃୡ、ϝϯλϧϔϧス、ѪணスλΠϧとཆ育ڥ

।教授 ҆ଜ　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൃୡ認知ਆ経科学、臨চਆ経生ཧ学 行機のൃୡత変化、ൃୡো、ҙܾࢥ定、機ܭଌ
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　私の専門は考ݹ学で、学部・修士課程では日本ྻౡの生時におけるಔڸの研究をしていました。博士課
程ではさらに視点を౦アジアへと͛ていきました。博士課程在੶中には、中ࠃやؖࠃなどで多くの資ྉを
ௐࠪし、ւ֎での学会発දの機会にもܙまれました。またಔڸの࡞技術をٻするためのர実験にも度々
ܳ、Ճしࢀ 術学、ۚ学、文Խࡒ科学といったҟ分野の研究者の方々から多くの知識を得ることができました。
そして地域や分野をԣஅした研究が、人ྨのྺ࢙をඥղく一つのखஈとなることを学びました。学Ґ論文に
はこのような視点から取り組み、2019年�݄にஶॻとしてץ行することができました。本領域でのܦ験はݱ在
の私のوॏな࢈ࡒになっています。大学院での学びは、কདྷをりく力の֫得といえるのではないでしΐ
うか。

学ྖҬɹฏ��म࢙ྃྺ ೆɹ݈ଠ

学ྖҬ࢙ྺ 文化学ઐ߈

学という各専門領域の࿈ݹ学、及び考࢙学・文Խ࢙学・༸࢙学・アジア࢙成する日本ߏ学研究領域を࢙ྺ
携のもとで、࢙資ྉとཧ論にもとͮくௐ ・ࠪ研究力を養成します。

という学組「学࢙ྺ」学領域の特ੑは、学部の学科、大学院前期課程とಉじ࢙ྺ　
みでੵみ上͛られた領域ฤ成をとっていることです。この特ੑを活かし、日本࢙・ア
ジア࢙・༸࢙・文Խ࢙・考ݹのޒつの専門分野が࿈携して、実証とཧ論にཪけられ
た高度な専門力を養成します。また科学研究අิ助ۚなどによるڞಉ研究もん
で、院生のօさんにもੵۃ的にࢀՃしてもらいます。人ྨ࢙を学んでະདྷをこうと
する人、っていますʂ

2019年度　ྺ࢙学領域長 木Լ ঘࢠ

「ҟɺੈքͱのग़会い」修ྃ生の

ӳڭޠत学ྖҬ 文化学ઐ߈

応用言ޠ学、ୈೋ言ޠ習得論、教育方๏論、カリキϡラム開発論等に関する最新のཧ論的組み・研究成果
を൷的にݕ討し、定ྔ的・定ੑ的研究方๏を活用して、ओとして大学ӳޠ教育のॾ題への応用につい
て考究します。

　本領域では、ஊ・Ϩトリック分ੳ、応用言ޠ学、ୈೋ言ޠ習得論、言ޠ評価論、心ཧ
ଌ定๏、ラーナーオートϊϛー、教授学習ཧ論等を専門分野とする教һによる、༗機
的かつ系౷的なࢦಋ・支援を受け、学Ґ論文のテーマに応じた、定ྔ的・定ੑ的なリ
サーν設計・分ੳख๏をݕ討します。また、博士後期課程ஈ֊でٻめられる、論文Ϩ
Ϗϡー、プロジェクト研究、学内֎での発ද、研究ネットϫークの形成・֦ ॆ等にओ体
的に取り組み、高度なཧ論をݱ在のӳޠ教育が抱える実ફ的課題に活用できるように
します。

2019年度　ӳޠ教授学領域長 Լ ɹపࢁ

「ஸೡͳࢦಋͱॆ࣮したαϙʔτ」修ྃ生の

　本領域において研究のデザイン・フϨームϫークについてదでஸೡなࢦಋをしてけるということが、私が
本領域にਐ学した動機でした。
　在学中は実ફڞಉ体とӳޠ教育をテーマとして研究に取り組みました。知識や技の習得は実ફڞಉ体への
学習の文຺に取り入れた研究を行いました。ओにޠՃにより生まれるとされますが、この֓೦を大学でのӳࢀ
学習者のࣗݾ内省データの分ੳ結果を用し、実ફڞಉ体としてのクラスルームの発ୡのプロηス・パターンの
ม容をՄ視Խできました。この研究成果をࠃ際・ࠃ内学会や論文にてใࠂしました。研究成果をใࠂできたのも、
会でのフィードバックとともに、関࿈授業を୲してくࠂաใܦಋ、研究ࢦಋ教һの方々からの継続的な論文ࢦ
ださった教һฒびに社会人大学院教育支援ηンターのスタッフの方々の͝支援があったからです。
学習ޠ学習者のライティングにয点をあて、ӳޠ在、大学で専教һとして教育研究に携わっています。ӳݱ　
者がどのように新人からܦ験あるॻきखへ移行するかについて、本領域で学んだことを活かし研究を継続して
います。

ӳڭޠत学ྖҬɹฏ��मྃ 長ඌ ໌子

教һҰཡ 教һҰཡ

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。˞令和2年3月定年退職༧定教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ৽Ҫ　ӳӬ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ༸ۙ現ࢥ࢙ %・ )・ ϩ Ϩ ϯ ス と Ϟ μ χ ζ Ϝ ࢥ 

教　授 ҏ౻　ਖ਼ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தࠃ明ਗ਼社会経࢙ࡁ தੈۙࠃの社会త結合とො制度にؔする研究

教　授 Ҵ༿　継ཅ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本தੈ࢙ 日本ۙੈ社会ܗ成࢙の研究（ઓࠃ期研究）

教　授 খാ　ݾ߂ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞઌ࢙学、২考ݹ学 ѹࠟϨϓϦΧ法によるॳ期ഓ২・ઌ࢙時の生༷ࣜ׆

教　授 下　ঘࢠ※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ೆౡ考ݹ学 ౦ΞδΞにおけるަқの研究・۩研究

।教授 ଜ　थࠓ Ӭ੨文ݿ研究ηϯλー 日本ۙੈ࢙・࢙ۙ 日本ۙੈのྖ主制とҬ社会、明࣏ҡ৽期の社会経࢙ࡁ研究

।教授 খྛ　　ߊ 大学Ӄ人文社会科学研究部 前ۙதࠃ政࢙࣏ 前ۙதࠃにおける政࢙࣏の研究

।教授 ت߂　ළࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ社会経࢙ࡁ ύϒϦοΫ・Τコϊϛー、࢙ڥࢢ

।教授 ਿҪ　　݈ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本考ݹ学 原ݹ・࢝生༷ࣜ׆研究

।教授 ླ　ܒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ۙ日本ࢥ࢙ 明࣏期の日本φγϣφϦζϜ

।教授 த　ॱࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦスۙੈ࢙ ΠΪϦスۙੈ社会࢙（φγϣφϧ・ΞΠσϯςΟςΟ、Ҡຽ受༰、
ϩϯυϯ࢙研究）

।教授 ᖒ　　७ࡾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現࢙ ນ末ҡ৽࢙研究（ಛに政࣏社会࢙の研究）

।教授 明ܒ　ߴ҆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙੈ࢙ 法制度の研究࢘ນށߐ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ંా　　ॆ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育学、৺ཧޠݴ学 ޮ果తなӳޠޠኮ指ಋ法、ӳޠ৺内ࣙ書の࠶構ங・変༰

教　授 下　　పࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ஊ・δϟϯϧੳ、Ԡ用コーύスޠݴ学、ϥΠςΟϯά・
ϦーσΟϯά指ಋをத৺としたޠݴ教育

認知త・社会文化తΞϓϩーνによるஊ研究、コーύスޠݴ学を
Ԡ用したޠݴ教育、学習者の自ੑ・ϝλ認知తྗ・自ײྗޮݾ
を育成する自ݾௐ学習

大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ教育、教һ教育（教һྗ։ൃ）、コϛϡχέーγϣ
ϯ方法、࣭తௐࠪ方法

5FBDIFS %FWFMPQNFOU 'SBNFXPSLT, 5FBDIFS 3FTFBDI JO UIF 
$MBTTSPPN, PFEBHPHJDBM -FBSOJOH 5IFPSJFT, 5FBDIFS #FMJFGT

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΧϦΩϡϥϜ・教ࡐ։ൃ、第二ޠݴ習得、研究方法、
౷ܭ学、৺ཧଌ定法

PTZDIPNFUSJDT, 4FDPOE -BOHVBHF "DRVJTJUJPO, &YQMJDJU BOE　
*NQMJDJU ,OPXMFEHF, -FBSOFS "VUPOPNZ, -FBSOJOH 4UZMFT, -FBSOJOH 
4USBUFHJFT, -FBSOFS "OYJFUZ

।教授 ยܓ　ࢁາ 大学Ӄ人文社会科学研究部 第二ޠݴ習得研究、Ի学、৺ཧޠݴ学 第二ޠݴ学習者の知֮ൃୡ研究

ϥスΧスΩー ,
ςϦー

ΞΠζϚϯΨー ,
ΠΞϯ

γχΞ
教　 授

36 37



ԤถจԽ学ྖҬ 文化学ઐ߈

ӳถの文学や言ޠ、またドイπ・フランスの文学、言ޠについて、専門的な知識を発లさͤるとともに、
Ԥถの先ਐ的な方๏論にもଈ応できる研究者を養成します。そのために、研究科の新体制発を機に専門
スタッフをഒ૿さͤて、教授体制をඋし、よりॆ実したものとしました。

　領域では、ӳถޠ学・文学、ドイπޠ学・文学、フランスޠ学・文学に関する専門的
な授業をఏڙするとともに、ࢦಋ教һのもとで学Ґ論文࡞成を目ࢦします。ࣗ分独ࣗ
の視点にཱって行う専門的な研究というのは、やれやる΄ど໘നさが深まっていき
ます。それを論文としてまとめるという学上のݙߩ、研究のتび、ୡ成感はوॏな
成果であり、ܦ験です。Ԥถ領域の多様な࡞や文ݙが、新しい視点から分ੳ・研究
されることをͪんでいます。そして、いつもੈ界を視野に入れた研究を心がける
ようئっています。

2019年度　Ԥถ文Խ学領域長 Ԯ ଂฏ

「αϙʔτのྗ͞ڧ」修ྃ生の

　私は2016年�݄から�年間、博士後期課程文Խ学専攻Ԥถ文Խ学領域にて学び、この期間に多くのことがมわ
りました。ࢦಋ教һと大学スタッフに͝ڠ力をいただき、学術ࢽのࡌܝ、また学会で発දする機会を得ること
ができました。大学院のプログラムに入る前は、ࣗ 分の研究目ඪをୡ成するための支持をいただけるのかど
うかと心しましたが、私が受けたアドバイスや支援には非常に感ँしています。本領域の教授方は、私の研
究を৻ॏにνェックされ、༗効なフィードバックをఏڙくださいましたので、ঞの࡞成や学会発දへの大き
な力となりました。また日本の大学のख続きは、ࠃのख続きとは多くの点でҟなり、ށいも多かったので
すが、支援ηンターと教務୲のօ様のおか͛で研究を前にਐめることができました。Թかくまたੵۃ的な
環境で学Ґを取得したい方には、この大学院プログラムをおקめします。

ԤถจԽ学ྖҬɹฏ��मྃ σΠϏουɾΦετϚϯ

ຊɾ౦ΞδΞจԽ学ྖҬ 文化学ઐ߈

日本・౦アジアにおけるຽଏ文Խ・言ޠ・文ܳを対として、フィールドௐࠪと文ݙ資ྉのௐࠪというೋつ
の近方๏で研究するとともに、ҟなる文Խ領域の方๏をซͤ学Ϳことによって、成果のڞ༗、方๏のڞ
༗を目ࢦす教育を行います。

　日本・౦アジア文Խ学領域は、その໊前のとおり日本と౦アジア地域の文Խに関す
るॾ題を研究考対としています。ܦ験๛かな教授ਞやಉ学とのさま͟まなディ
スカッションを通じて、必要な文ݙಡղ力の上はもとより、研究発දでのプϨθ
ンテーション力や論文ࣥච力などを上さͤ、一人前の研究者としてཱࣗできる
よう特に意をいでいるとこΖであり、教һと学生が᛭ୖຏするでもあります。

2019年度　日本・౦アジア文Խ学領域長 ࡞Լ ༟ࢁ

在学生の

　私は201�年�݄より、熊本大学大学院博士前期課程౦アジアuϏジネスuίϛϡニケーション専門職にて2年間
ษ強し、2019年�݄に博士後期課程文Խ学専攻日本u౦アジア文Խ学領域へਐ学しました。2年間中ࠃ࣏をษ
強し、さらに知識を学びたいとࢥいਐ学をܾ意しました。ݱ在、中ࡁܦࠃと࣏に関する知識を学んでいます。
のి力とఱવΨスの制度改革がਐんでいて、どのようࠃしさもありますが、日々ॆ実しています。特に、中ݫ
に΄かのࠃのܦ験をಋ入しながらࣗ分のࠃで活用するかについて、ڵຯを持っています。私は今後̏年間、多
くの資ྉをಡみ、博士論文ࣥචをਐめていきたいです。

����ɹຊɾ౦ΞδΞจԽ学ྖҬɹ� ֲɹఱ

「しଓ͚たいڧษͯͬ࣋ຯをڵ」

教һҰཡ 教һҰཡ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 ᴳ　　Ғ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ文学、日தൺֱ文学 ๛ࢠℎにؔするൺֱ文学研究、தࠃにおける༸ඒज़の受༰と日本

教　授 　　ඒࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ౦ΞδΞൺֱ文学、ൺֱ文化 ؖதൺֱ文学、日தؖൺֱ文化及びݴ༿

教　授 ງാ　ਖ਼ਉ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（தݹ・தੈの日本ޠのޠኮ・ޠ法、文ষ・文ମ）ݹ記・ݹ文書からݟたதݹ・தੈの日本ޠ（ޠኮ・ޠ法と文ষ・文ମ）

教　授 ࡞下　༟ࢁ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ຽଏ学 現社会におけるຽଏ学の実践ੑにؔする研究

教　授 ཱུ　　੩՚ 大学Ӄ人文社会科学研究部 தۙࠃ現文学・ޠݴ文化、日本ۙ文学、日தൺֱ
文学

ౡ࡚౻ଜと金がදする日த間のۙ課にؔするൺֱ研究

।教授 志ح　ాؠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱ経営・ൺֱ社会 日த社会の行ಈ原ཧと行ಈ༷ࣜ

।教授 元　ণथࡔ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ۙ現文学 	 খઆ・൷ධ 
 ۙ日本のࢥ文化とද現࢙にؔする研究

।教授 ླ　೭ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ຽଏ学、ϚϯΨ文化研究 ಄ঝ・ϚϯΨ文化にؔするຽଏ学త研究ޱ

।教授 ໜ　ढ़৳ 大学Ӄ人文社会科学研究部 日本ޠ学（現日本ޠの文法・ޠኮ） 現日本ޠの文法・ޠኮ・ޠ法研究ɼコーύスを用いた日本ޠ研究 

।教授 ෑ　信 大学Ӄ人文社会科学研究部 தݹࠃయ文学（ே・খઆ） খઆとफ教文化のؔりについて

।教授 ล　 大学Ӄ人文社会科学研究部 現தࠃ 現தࠃの政࣏・行政վֵ

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 大　ཾߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΠΪϦス文学 ӳࠃখઆ、%JHJUBM )VNBOJUJFT、ӳ文学とΩϦスτ教、文学൷ධ

教　授 Ԯ　蔵平※ 大学Ӄ人文社会科学研究部 υΠπޠ学 υΠπ࢙ޠ、υΠπ࢙ޠత౷ޠ

教　授 元　ః۾ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ӳޠ学・தੈӳ文学 தੈࢻ人νϣーαー及びதੈϩϚϯスの研究

教　授 ᖛా　　明 大学Ӄ人文社会科学研究部 16 ϑϥϯス文学لੈ 16 日本文化のϑϥϯスにお、࢙とྺࢻ後ϑϥϯスにおけるلੈ
ける受༰

教　授 ϋϯηϯ , έϦー 大学Ӄ社会文化科学研究部 日本ۙ現文学 明࣏文学、δΣϯμー研究、日本өը

।教授 ݾ　խࢢ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ学 ϑϥϯスޠ学、ಛに現ϑϥϯスޠのಈܗࢺ・名ಈࢺ・名۟ࢺの
指ࣔと照Ԡ

।教授 Ҫ上　ࢠڿ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϙーϥϯυݍޠをத৺としたத・౦Ԥ文学 άμϯスΫγϩϯスΫ方など、چυΠπྖにあたるࢢ・Ҭ
出の࡞Ո（Ҡຽ࡞Ոを含む）によͬて書かれたϙーϥϯυޠ文学

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϑϥϯスޠ教授法 教育、教育方法ޠとしてのϑϥϯスޠࠃ֎、科学ޠݴ

।教授 Ӭඌ　　ޛ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ΞϝϦΧ文学 ΟϦΞϜ・ϑΥーΫφーをத৺とする 20 ΞϝϦΧೆ部文学لੈ
研究

।教授 大学Ӄ人文社会科学研究部 ൺֱࢥ࢙、υΠπ学 υΠπݍޠの文学・ޠ学・文化（࢙）、生໋・ҩྍྙཧ

।教授 ാ　ѥࢠ 大学Ӄ人文社会科学研究部 20 ϑϥϯス文学لੈ ΞϯυϨ・Ϛϧϩー研究

।教授 দԬ　࢙ߒ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ॳ期ۙӳࠃ演ܶ γΣΠΫスϐΞをはじめとするΤϦβϕスே・スςϡΞーτே演ܶ
とその文化എܠの研究

όΞー,τϏΞス

αΨζ ,ϛγΣϧ

教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。˞令和2年3月定年退職༧定教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
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ത࢜લظ՝ఔ

തظޙ࢜՝ఔ

最先のeラーニングテクϊロジーを活用した遠隔学習によって授業をਐめることで、学習者の利ศੑを૿しながら、教育の
効果と効率を高めることを目ࢦしています。また、教һ・学生間のネットϫークにより、授業のఏग़課題にる相互ίメント・
ディスカッション等を通じ、新たな知のग़にけた学び߹い・教え߹いのڠௐ学習をల開しています。

教育上のಛ৭

ᶃશࠃからडߨՄなʮΠンターωοτ大学院ʯ

ۭ・ଇとしてオンライン遠隔学習の授業だけで学Ґを取得できるようにしており、時間的ݪ 間的なࣗ༝度のい社会人が、
や土日に、あるいは仕事の߹間にࣗや職等でಇきながら学習できます。これにより通学時間がෆ要になる΄か、授業日時
による時間的߆ଋがなく、各ࣗの߹のྑい時間に学習することがՄとなっています。また、教育内容についても、eラーニ
ング関࿈の業छ・職छでݱにಇく社会人学生等の実ફ的なニーζに最大ݶ応えられるよう、開ߨ授業科目の෯と深さにྀし
ています。

˔学習ཧシステム（-.4）によるトϨーニング、ディスカッション、ίラϘϨーション、プϨθンテーション
等の実施と学習履ྺを活かしたきめࡉかなࢦಋを行っています。

˔Ϗデオ・オンデマンド（70%）を活用し、աڈのू中ٛߨ等をいつでも෮習Մにしています。
˔テϨϏ会ٞを通じての本校と౦ژサテライトでのಉ時受ߨ、教һと学生・学生ಉ士の直のίϛϡニケー

ションを行っています。
˔社会人学生はا業在職者（eラーニング事業等）、大学教職һ、高校教һ、ҩྍै事者、ླཱྀ 学生等で、年ྸもさ

ま͟まです。

ᶄ社会人の学श条件࣮ફతχーζへのྀ

˞ͦのଞ詳ࡉは教授γスςϜ学ઐ߈パンϑϨοτ̝̥などͰ֬͝ೝください。

�6R- � IUUQ���XXX�HTJT�LVNBNPUP�V�BD�KQ�

߈तγεςϜֶઐڭ
        

˗ Fϥーχϯάの専ՈをFϥーχϯάによͬて
　 ཆ成する日本ॳの大学Ӄ

˗ શࠃどこからでもԕִ学習によͬて修 （ྃ学位取得）が
　 ՄなΠϯλーωοτ大学Ӄ

学位 修士（教授γスςϜ学、学ज़）
入学定һ15名

ത࢜લظ՝ఔ

学位 博士（学ज़）
入学定һ  3名

തظޙ࢜՝ఔ

教授システム学専攻（博士前期課程）は、෯い教養とಡղ力・ཧղ力・දݱ力などのૅج学力の
上に、教授システム学を修得したeラーニングの専門家になるためのదੑを༗し、かつݫしいษ
学にえ得る強い意ࢤと学習意ཉのある人をٻめます。さらに社会人にあっては、๛かな社会
のようなίンピテンシーをにつけることをめ͟す人を࣍、めます。かつٻ験を༗する人をܦ
。めていますٻ
̍ɽさま͟まな分野・領域におけるｅラーニング事ྫを;まえ、教授システム学のૅج的知見

にরらし߹わͤてίース開発計ըॻを࡞成し、ステークϗルμ͝とのண؟点にଈしたઆ得
力あるఏҊを行うことができるようになることをめ͟す人

̎ɽ-.4などの学習支援システムの機を活かして効果・効率・魅力を݉ねඋえた学習ίンテ
ンπが設計でき、開発できるようになることをめ͟す人

̏ɽ開発νームのリーμーとして、ίース開発プロジェクトを行できるようになるとともに、
人事ઓུやマーケットニーζにͮجいて教育サーϏス・教育ϏジネスのઓུをఏҊできる
ようになることをめ͟す人

̐ɽネットϫーク利用に関わる๏的・ྙ ཧ的な題を認識し、ղܾできるようになることを
め͟す人

ΞυϛογϣϯϙϦγʔ
՝ఔʣظલ࢜ʢത߈तγεςϜ学ઐڭ˙

教授システム学専攻（博士後期課程）は、෯い教養とಡղ力・ࢥ考力・දݱ力等のૅج学力及び
教授システム学に関する知識の上に、教授システム学領域の教育研究者ຢは研究力を活かす
高度職業人になるためのదੑを༗し、かつ、ݫしいษ学にえ得る強い意ࢤと学習意ཉのある
人をٻめます。さらに、社会人にあっては、๛かな社会ܦ験を༗する人をٻめます。かつ、࣍の
ような研究ਪਐ力をにつけることをめ͟す人をٻめています。
̍ɽ教育学における社会科学的な研究方๏をにつけることをめ͟す人
̎ɽeラーニングシステムに関するใ学的な研究方๏をにつけることをめ͟す人
̏ɽ教授システム学研究の最新動をѲし、研究者としての活動に活かすことをめ͟す人

՝ఔʣظޙ࢜ʢത߈तγεςϜ学ઐڭ˙
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入ࢼใ／ืू人һ

ത
࢜
前
ظ
՝
ఔ（
म
࢜
՝
ఔ
）

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　大学を卒業した者、及び令和2年3月31日までに卒業ࠐݟΈのものなど

社会人入ࢼ　　　　　　　　大学を卒業した者、あるいは学士の学位を授与された者で2年以上の社会経験を
有するもの（有職者に限らない）

教育における16年の課程を修ྃしたߍにおいて学ࠃ֎、੶を有しない者でࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
もの及び令和2年3月31日までに修ྃࠐݟΈのものなど
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

ఔݧࢼ˔

入学ݧࢼについて

ത
࢜
ޙ
ظ
՝
ఔ

˔બൈํ๏／出願ࢿ （֨以下の限りではありません。詳しくは募集要߲、̝ ̥等で֬͝認ください）

Ұൠ入ࢼ　　　　　　　　　修士の学位又は専職学位を有する者及び令和2年3月31日までに取得ࠐݟΈの
者など

社会人入ࢼ　　　　　　　　一ൠ入試の出願資格を満たす者で、令和2年3月31日において、修士の学位取得後
２年以上又は学士の学位取得後4年以上の社会経験を有するもの（有職者に限らない）

੶を有しない者で、一ൠ入試の出願資格を満たすものࠃ日本　　　　　ࢼ人ཹ学生入ࠃ֎
˞出願資格認定৹ࠪが必要な場合もあります

ఔݧࢼ˔

ઐɹ߈

ୈҰूืظ �
��ʢʣʙ

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

ୈೋूืظ

౦ΞδΞ・Ϗδωス・コϛϡχέーγϣϯ専職コース 
ઌྙཧ学研究コース 
ϑΟーϧυϦαーν研究コース 
認知学・৺ཧ学研究コース

法政・ฆ૪ղܾ学研究コース
法・公共政策実践コース
ަবฆ૪ղܾ実践コース

文化行政・学ܳһ専職コース
 教育専職コースޠ教һ専職コース、ӳޠࠃߍߴ
 学研究コース、日本・౦ΞδΞ文化学研究コース࢙ྺ
Ԥถ文化学研究コース
 

（ܭ第一期募集と第二期募集の合）１人̒ܭ

25	6
人

18人

18人

ίʔε ืूਓһʢ ʣҰൠೖࢼɾࣾձਓೖࢼ
ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

現社会人間学専߈

文化学専߈

法政・ฆ૪ղܾ学専߈

˙ืू人һ

ઐɹ߈

公共政策学ྖҬ、法学ྖҬ、ަবฆ૪ղܾ学ྖҬ、
ઌྙཧ学ྖҬ、ϑΟーϧυϦαーνྖҬ、
認知学・৺ཧ学ྖҬ

6人

ྖɹҬ ืूਓһʢ ʣҰൠೖࢼɾࣾձਓೖࢼ
ࢼਓཹ学ੜೖࠃ֎

人間・社会科学専߈

ӳޠ教授学ྖҬ、ྺ࢙学ྖҬ、
日本・౦ΞδΞ文化学ྖҬ、Ԥถ文化学ྖҬ

１２人ܭ

6人文化学専߈

˙ืू人һ

ɺ͜ࢼʣのೖظޙɾظલ࢜ʢത߈तγεςϜ学ઐڭ˞ Εとผに実͠ࢪ·͢のͰɺ
ɹ͓͍合Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

�
��ʢʣ

�
�ʢʣ

��
�ʢ݄ʣ

�
��ʢ݄ʣ

�
��ʢਫʣ

��
�ʢਫʣʙ

��
ʢՐʣ��

ग़ؒظئ ݧࢼ 合֨ऀൃද

ʢʣ ʢ݄ʣʢਫʣʙ ʢՐʣ
�
��

�
��

�
�

�
��

　教授システム学専攻は、教育効果・効率・魅力の高いｅラーニングを開発・実施・評価

できる高度専門職業人（前期課程）と教授システム学領域の研究者（後期課程）の養成

を目的としたインターネット型大学院です。「ｅラーニングプロフェッショナル資格

認定制度」の相互認定機関としての認証を受け、文部科学省「平成19年度大学院教育

改革支援プログラム」 にも採択。平成26年度からは、文部科学省と熊本大学の支援を

受けて、「教授システム学の研究普及拠点の形成―学び直しを支援する社会人教育専

門家養成パッケージの開発と普及―」に取り組んでいます。遠隔地に在住の社会人を

中心に、正規生だけでなく多くの科目等履修生が学んでいることも特色です。

2019年度  博士前期課程専攻長

鈴木 克明

2019年度  博士後期課程専攻長

都竹 茂樹

「質の高い学習の機会に恵まれた大人の学び」在学生の

　私は専門学校で看護師養成教育に携わっています。入学前は「eラーニング＝孤独で一方通行」というイメー
ジを抱いていましたが、入学後の学習体験をとおして見事に払拭されました。多様なバックグラウンドを持った
仲間とオンライン上で活発に討論でき日々刺激を受けています。仕事を継続しながら体系的な学び直しがで
きると考えてインターネット型大学院を選択しましたが、いつでもどこでも効果的に学べる環境は非常にあり
がたく、仕事や家事を終えた後、通勤の移動時間等を活用して設定課題に取り組んでいます。各科目の課題が
業務に直結した内容であり意識的にデザインされているので、得られた知見を実務に応用するサイクルが日常
となり、仲間や先生方からのフィードバックによって学習と仕事の境界線を越えた深い学びをしています。

����ɹલظ՝ఔɹ� 加隝 多恵

「新しい技術で学びを支援したい」在学生の

　私は大学でICTを活用した教育支援に携わっています。近年、ソーシャルメディアやAR、そしてスマート
スピーカーなど、新しい技術を教育で利用しようという試みが数多く行われています。しかしながら、どのよ
うにしてその技術の強みを生かしながら学習効果を高めるのかについて考える際、インストラクショナルデ
ザインなどの学習を設計する知識・スキルが必要となります。そのため、私は最新の技術とインストラクショ
ナルデザイン両方について学習できる本専攻へ入学しました。本専攻の先生方は専門とされている分野が多
様なため、研究に対して様々な視点から助言をいただけます。本専攻で得た知識や考え方は、今後、研究者と
してキャリアをかさねる上でまさに土台となるものであると感じています。

����ɹظޙ՝ఔɹ� 長岡 千香子

職 教һ名 所　属 専 研究ςーϚ

教　授 تଟ　හ博 教授γスςϜ学研究ηϯλー ใ教育、-.4�7-&、ඇઢܗγスςϜ -.4（学習ӡ営γスςϜ）、F ϥーχϯάの標準ن格、学教育、
ඇઢܗγスςϜにؔする研究

教　授 ླ　ࠀ明 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ（*%）ٕ 法のཧとしてのϨΠϠー
Ϟσϧの構ங

教　授 　ໜथ 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ、公ऺӴ生学 ԕִอ݈指ಋによるϝλϘର策、介護༧にؔする研究

教　授 ਅ志　ాށ ૯合ใ౷ׅηϯλー ը૾・ө૾学、ϝσΟΞใॲཧ 手ज़等の実践記ө૾のੵ・ղੳと教ࡐ化にؔする研究、未ཧ
ө૾のࡧݕΠϯλーϑΣースにؔする研究

教　授 த　༟࢘ ૯合ใ౷ׅηϯλー *5 による教育学習支援γスςϜ、Πϯλーωοτを׆用
したԕִ実験、Ծ実験 学習支援ϙーλϧにؔする研究、F ϙーτϑΥϦΦにؔする研究

।教授 　ྑ༟ߐ 大学Ӄ人文社会科学研究部 ϚーέςΟϯά、経営ઓུ 教育を含むαーϏスの事業։ൃおよびϚーέςΟϯά

।教授 ଜ　士࿕ 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ、F ϥーχϯά、ا業内
教育、授業法、教育Ϗδωス 業内教育・社会人教育のσβΠϯا

।教授 อాਅ一ٱ ૯合ใ౷ׅηϯλー ใ教育、教育学 学習支援をతとした、Ϟδϡーϧ։ൃおよびηϯγϯάσーλの
集ੵ・ੳ・Մࢹ化

।教授 合ా　ඒࢠ 教授γスςϜ学研究ηϯλー 教育学、ӳޠ教育 *$5 を׆用したάϩーόϧϥーχϯάコϛϡχςΟ

।教授 平Ԭ　੪士 教授γスςϜ学研究ηϯλー ΠϯスτϥΫγϣφϧσβΠϯ、認知৺ཧ学 *$5 を׆用した自ཱした学習者育成支援

।教授 দ༿　ཾ一 教授γスςϜ学研究ηϯλー ใ教育、教育学 F ϥーχϯάを׆用した教育実践のための学習コース、コϯςϯπ
։ൃ手法にؔする実践研究

教һҰཡ
教һについては令和元年5月1日現在のものであり、変ߋになるՄੑがあります。
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授業料／施設紹介
ＦＡＱ／アクセス

奨学金制度はありますか？

日本学生支援機構奨学生に出願し、選考の結果により第一種奨学金（博士前期課程の令和元年度は、月額
50,000円、88,000円から選択・博士後期課程は月額80,000円、122,000円から選択）、又は第二種奨学金（平
成30年度は月額50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択）の貸与を受けるこ
とができます。その他学内での支援制度についてはP.10を参照してください。

平成31年4月1日現在の入学料・授業料は以下の通りです。

　入学料：282,000円

　授業料（半期）：267,900円

　授業料（年額）：535,800円

なお、入学料免除及び授業料免除の制度もあります。（P.10参照）
入学料免除について、詳しくは合格通知書送付の際にお知らせします。

【JR上熊本駅から】
˔ࢢόε
ɹୈ�ঢ়ઢʦӺ�ʧʢܦڮࣂࢠ༝ʣʮڮࣂࢠʯԼंెา��

【阿蘇くまもと空港から】
ߦຊӺ۽ϦϜδϯόεߓۭ˔ ʮ͖௨ொےʯԼंɺ
ɹʮਫಓொʯ͔ Βަ࢈όεͰೇஂɺଂϲٰɺ
ɹ大͖ߦʮ۽ຊ大学લʯԼं

【交通センターから】
όεɾిަ࢈˔ మόε
ɹೇஂɺଂϲٰɺ大͖ߦʮ۽ຊ大学લʯԼं

【JR竜田口駅】
όεɾిަ࢈˔ మόε
ɹަ௨ηϯλʔߦ ʮ͖۽ຊ大学લʯԼं

【JR熊本駅から】
˔ࢢόε
ɹୈ�ঢ়ઢʦӺ�ʧʢ大学ප院ɾ大ߐࣛܦ༝ʣ
ɹʮڮࣂࢠʯԼंెา��

όεަ࢈˔
ɹೇஂɺଂϲٰ͖ߦʮ۽ຊ大学લʯԼं
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社会人とは？

社会人とは、入学時に、 大学卒業後又は学士の学位授与後2年以上（博士前期課程受験者）・修士の学位授与後2
年以上又は学士の学位取得後4年以上（博士後期課程受験者）の社会経験を有する者とし、有職者に限りません｡
ただし、学位授与後2年未満の場合でも、 次の事例に該当する者には博士前期課程への出願資格を認めます｡
①有職者で入学時にすでに継続して2年以上常勤している者
②主婦で通信教育等により学位を授与された者
③定年退職後に学位を授与された者 など

１年在学コースへの出願条件などはありますか？

出願資格、選抜方法、試験日程などは社会人入試と同じです。このコースを希望される方は入学志願票の指定欄
に明記してください。ただし、法・公共政策実践コース6名までの募集とします。

長期履修制度について詳しく教えてください。

長期履修の申請が出来るのは次のいずれかに該当する方です。
（１）職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む）
（２）育児、介護等を行う必要がある者
（３）その他教育部長が相当と認めた者
長期履修期間は原則として１年単位とし、申請は、1年次から希望する者は入学手続期間、2年次から希望する者
は1年次の2月末日としています。
長期履修期間は、1年次から認められた方は、博士前期課程においては標準修業年数（2年）と併せて4年以内、
博士後期課程においては標準修業年数（3年）と併せて6年以内です。2年次から認められた方は、未就学年数の
2倍に相当する年数以内です。その他不明な点についてはお問い合わせください。
また、長期履修制度での授業料は標準修業年数の場合と変わりません。

授業料

FAQ

博士前期課程各コース、博士後期課程学生専用の研究室があります。

施設紹介

アクセス

院生研究室

教育部棟の1階および２階は、授業の行われる演習室があります。

社会文化科学教育部棟２

附属図書館に所蔵されている図書資料の他に、社会文化科学教育部・文学部・法学部
の図書資料も利用することができます。

図書室
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http://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp
学術知と実践知の融合による先端的な大学院に

国立大学法人 熊本大学
大学院社会文化科学教育部
〒 8 6 0 - 8 5 5 5  熊 本 市 中 央 区 黒 髪 2 - 4 0 - 1

T E L  0 9 6 －3 4 2 －2 3 2 5・2 3 2 6

熊本大学大学院
社会文化科学教育部

熊本大学大学院
社会文化科学教育部

熊本大学大学院
社会文化科学教育部
Kumamoto University    Graduate School of Social and Cultural Sciences 2020
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